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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

小
舟
が

ク
ー
ラ
ー

Ｎ
Ｙ
市
保
健
精
神
衛
生
局
が

６
日
に
発
表
し
た
報
告
書
に
よ

る
と
、
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
熱

中
症
に
よ
る
死
亡
者
数
が
毎
年

推
定
３
５
０
人
と
、
夏
の
気
温

の
上
昇
と
と
も
に
過
去
10
年
間

で
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
多
く

は
死
亡
診
断
書
に
﹁
暑
さ
に
よ

る
も
の
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
心

臓
病
な
ど
の
基
礎
疾
患
が
あ

り
、
そ
れ
が
暑
さ
に
よ
っ
て
悪

化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

調

査

結

果

に

よ

る

と

２
０
０
０
年
代
の
死
亡
者
数
は

約
１
０
０
人
で
あ
っ
た
が
、
近

年
は
３
０
０
人
台
に
急
増
。
死

亡
診
断
書
の
デ
ー
タ
で
は
、
熱

中
症
で
直
接
死
亡
す
る
人
は
年

間
７
人
と
推
定
さ
れ
、
60
歳
以

上
の
高
齢
者
で
男
性
、
黒
人
、

貧
困
地
域
の
住
民
の
死
亡
率
が

最
も
高
い
。
ま
た
、
黒
人
が
熱

中
症
で
死
亡
す
る
確
率
は
白
人

の
２
倍
以
上
で
あ
っ
た
。
報
告

書
に
は
﹁
こ
の
不
公
平
は
、
経

済
、
医
療
、
住
宅
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
、
白
人
に
有
利
で
有
色

人
種
に
不
利
な
シ
ス
テ
ム
を
作

り
出
し
て
い
る
、
過
去
と
現
在

の
構
造
的
人
種
差
別
に
よ
る
も

の
で
あ
る
﹂と
書
か
れ
て
い
る
。

研
究
者
ら
が
ま
と
め
た
年

次
調
査
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

１
９
７
０
年
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
て
い
る
家
庭
の
割
合
は
40

％
だ
っ
た
が
、
２
０
０
０
年
代

半
ば
に
は
80
％
を
超
え
る
ま
で

に
急
増
し
た
。
熱
中
症
に
な
っ

た
人
の
ほ
と
ん
ど
は
エ
ア
コ
ン

の
な
い
家
庭
で
死
亡
し
て
い

る
。
現
在
、
Ｎ
Ｙ
市
の
世
帯
の

90
％
以
上
が
エ
ア
コ
ン
を
使
用

し
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は
社

会
経
済
的
地
位
に
よ
っ
て
異
な

り
、
低
所
得
者
層
で
は
76
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
近
年
、
暑

い
日
は
増
え
続
け
て
お
り
、
熱

中
症
に
よ
る
死
亡
者
数
が
最
も

多
い
７
月
の
平
均
最
高
気
温

は
、
過
去
50
年
間
で
５
度
上
昇

し
た
華
氏
88
度
を
記
録
し
た
。

熱
中
症
死
亡
者
が
急
増

Ｎ
Ｙ
市
保
健
精
神
衛
生
局
過
去

10
年
の
統
計
で

バ
シ
ャ
ッ
。

水
し
ぶ
き
の
音
が
水
面
を
走
る

オ
ー
ル
を
漕
ぐ
た
び
に
舟
は
ゆ

ら
ゆ
ら

灼
熱
の
太
陽
が
翳
り
を
見
せ
た

土
曜
の
昼
さ
が
り

池
の
小
舟
は
自
然
の
ク
ー
ラ
ー

︵
８
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
、

写
真
・
三
浦
良
一
︶

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
は
10

日
、
在
留
邦
人
が
犯
罪
被
害
に

遭
っ
た
事
例
を
発
表
し
、
注
意

を
促
し
て
い
る
。
未
遂
を
含
む

同
館
管
轄
地
域
内
で
Ｎ
Ｙ
総
領

事
館
に
報
告
の
あ
っ
た
も
の
を

紹
介
し
て
い
る
。
▽
4
月
下

旬
、
夕
方
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

駅
の
階
段
を
降
り
て
い
た
女
性

が
、
突
然
、
女
5
〜
6
人
に
背

後
か
ら
押
さ
れ
た
。
一
緒
に
い

た
友
人
が
女
達
に
注
意
し
た
と

こ
ろ
、
無
言
で
立
ち
去
っ
て
い

っ
た
。
▽
4
月
下
旬
、
夕
方
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
地
下
鉄

M
arket-Frankford

線
15
番

街
で
降
車
し
た
女
性
と
そ
の
子

供
2
人
が
、
ホ
ー
ム
に
い
た
男

4
人
か
ら
突
然
﹁
こ
こ
か
ら
出

て
い
け
﹂
と
暴
言
を
吐
か
れ
、

菓
子
袋
及
び
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

入
っ
た
牛
乳
を
投
げ
つ
け
ら
れ

た
後
、
男
達
は
早
口
で
罵
り
、

立
ち
去
っ
て
い
っ
た
。
▽
6
月

上
旬
の
夕
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
11
番
街

44
丁
目
付
近
を
歩
行
中
の
女
性

が
、
付
近
を
徘
徊
し
て
い
た
女

を
追
い
越
し
た
際
、
そ
の
女
に

突
然
背
後
か
ら
髪
を
引
っ
張
ら

れ
、
地
面
に
突
き
飛
ば
さ
れ
て

後
頭
部
を
殴
打
さ
れ
た
。
周
囲

の
人
が
警
察
へ
通
報
し
て
く
れ

た
が
、
警
察
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
、
女
は
信
号
待
ち
の
車
の

ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
乗
っ
か
る
な
ど

不
審
な
行
動
を
続
け
、
警
察
に

身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
。

日
本
人
の
犯
罪
被
害
状
況

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
が
事
例
発
表

https://nipponexpressusa.com/
https://aantcinc.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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燕市・三条市がNYで物産展
　

新
潟
県
の
三
条
市
、
燕
市
、

隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
金
物
の
産

地
の
両
市
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
2
階

部
ロ
フ
ト
で
、
燕
三
条
の
物

産
展
﹁T

SU
B

A
M

E
SA

N
JO

 
FA

IR

﹂
︵
主
催
・
公
益
財
団

法
人
燕
三
条
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
︶
を
８
月
19
日
︵
土
︶

と
20
日
︵
日
︶
の
２
日
間
開
催

す
る
。
午
前
11
時
ス
タ
ー
ト
で

初
日
19
日
は
午
後
６
時
、
翌
20

日
は
午
後
５
時
ま
で
。

　

会
場
で
は
、
燕
三
条
の
製
品

販
売︵
包
丁
、生
花
鋏
、盆
栽
鋏
、

卸
金
、
ア
ウ
ト
ド
ア
製
品
、
ダ

ッ
チ
ー
オ
ー
ブ
ン
、爪
や
す
り
、

寿
司
ト
ン
グ
な
ど
︶
の
ほ
か
、

和
包
丁
作
り
＆
研
ぎ
、
苔
玉
作

り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
造
園

業
の
集
積
地
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
三
条
市
か
ら
鍛
治
と
園

芸
を
表
現
し
た
ア
ー
ト
展
も
開

催
、
三
条
市
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
Ｐ
Ｒ
活
動
も
併
せ
て
海
外

展
開
を
は
か
っ
て
い
く
た
め
、

滝
沢
亮
三
条
市
長
も
今
回
来
米

し
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う

力
の
入
れ
よ
う
だ
。
出
展
団
体

は
7
企
業
、
三
条
市
営
業
戦
略

室
、
三
条
商
工
会
議
所
青
年
部

ら
総
勢
25
人
が
来
米
す
る
。

　

主
催
の
燕
三
条
地
場
産
業

振

興

セ

ン

タ

ー

は
、

毎

年

SH
O

PPE
 O

B
JE

C
T

に
出
展

し
て
い
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
のB

 to C

で
の
販
売
会
は

初
の
試
み
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ

で
は
今
ま
で
に
な
い
規
模
で
の

燕
三
条
製
品
の
販
売
会
と
な
る

予
定
だ
。

　

目
玉
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
金
属
、

植
木
を
用
い
て
燕
三
条
を
表
現

す
る
ア
ー
ト
展
示
、
世
界
で
も

有
名
な
包
丁
職
人
の
日
野
浦
刃

物
の
職
人
に
よ
る
包
丁
作
り
＆

研
ぎ
と
特
別
販
売
が
見
逃
せ
な

い
。
特
に
日
野
浦
の
刃
物
は
現

在
日
本
国
内
で
は
数
年
待
ち
と

あ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
ロ

職
人
に
と
っ
て
は
垂
涎
の
的
だ

ろ
う
。
植
木
職
人
も
来
米
し
、

苔
玉
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行

う
。

滝
沢
三
条
市
長
が
来
米

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
８
月

　

毎
夏
恒
例
の
﹁
Ｎ
Ｙ
Ｃ
レ

ス
ト
ラ
ン
ウ
ィ
ー
ク
﹂
が
24

日
︵
月
︶
か
ら
８
月
20
日
ま

で
、
約
１
か
月
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
る
。
今
年
は
、
２
コ
ー

ス
ラ
ン
チ
、
も
し
く
は
３
コ
ー

ス
デ
ィ
ナ
ー
が
30
ド
ル
、
45
ド

ル
、
60
ド
ル
の
プ
リ
フ
ィ
ッ
ク

ス
価
格
で
楽
し
め
る
。
平
日

の
み
の
開
催
や
１
〜
２
週
間

だ
け
の
参
加
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
よ
り
異
な

る
。
今
回
も
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
内
に
あ
る
﹁
タ
バ
ー
ン
・
オ

ン
・
ザ
・
グ
リ
ー
ン
﹂
や
五
番

街
の
﹁
ア
ル
マ
ー
ニ
・
リ
ス
ト

ラ
ン
テ
﹂、
フ
ラ
ッ
ト
ア
イ
ア

ン
の
﹁
バ
ー
ガ
ー
＆
ロ
ブ
ス
タ

ー
﹂
な
ど
、
老
舗
店
、
有
名
店

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
て
の
店
ま

で
、
市
内
５
区
に
あ
る
４
８
０

店
以
上
が
参
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
期
間
中
に
公
式
サ
イ
ト

か
ら
事
前
登
録
し
た
マ
ス
タ

ー
カ
ー
ド
で
45
ド
ル
以
上
の

支
払
い
を
す
る
と
10
ド
ル
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
あ
る
。

メ
ニ
ュ
ー
や
予
約
な
ど
の
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.ny

ctourism
.com

/
restaurant-w

eek

を

参

照

す
る
。

﹁
タ
バ
ー
ン
・
オ
ン
・
ザ
・

グ
リ
ー
ン
﹂

　

燕
三
条
の
金
物
製
品
は
、
日

本
で
は
有
名
だ
が
、
海
外
で
の

知
名
度
は
日
本
ほ
ど
で
は
な

い
。
多
く
の
企
業
が
海
外
へ
の

販
路
開
拓
を
模
索
し
て
い
る

が
、
職
人
の
匠
の
技
術
で
作
ら

れ
た
製
品
は
、
価
格
面
で
気
軽

に
買
っ
て
も
ら
え
な
い
と
こ
ろ

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
回

の
展
示
即
売
会
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、
ま
ず
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
に
燕
三
条
と
い
う
良

質
な
金
属
製
品
を
作
っ
て
い
る

土
地
の
名
前
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
、
そ
し
て
製
品
を
実
際
に

手
に
と
っ
て
も
ら
っ
て
、
質
の

高
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
出
展
者
一
同
想
い
を
込
め

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
す

る
。
今
回
の
展
示
物
産
展
は
Ｎ

Ｙ
新
潟
県
人
会
︵
大
坪
賢
次
会

長
︶
と
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の

好
田
忠
夫
社
長
と
の
強
い
要
望

か
ら
実
現
し
た
。
問
い
合
わ
せ

は
Ｅ
メ
ー
ル　

m
akiaiba@

gm
ail.com

　

相
場
さ
ん
。

24
日
か
ら
約
１
か
月
間

「バーガー＆ロブスター」

NYC レストランウィーク開催

https://www.sakagura.com/eastvillage
mailto:meiseimotors@aol.com
tel:9175773969
https://japanvillage.com/
https://www.hondag.com
https://hinomaru-limo.com/
tel:2122136069
https://www.nyctourism.com/restaurant-week


～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ

て
２
０
２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日

本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
１
年
で
約
１
０
０

名
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国

を
考
え
た
り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し

て
、﹁
お
金
・
健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩

み
を
解
決
し
て
い
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ

ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活

か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強

み
を
活
か
し
て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本

の
若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
! !
そ

う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
が
一
変
し
ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、
人
生
よ

り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
て
、
何

か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に

相
談
し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱

え
て
い
る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を

踏
み
出
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら

に
特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と

っ
て
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
︵
日
本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
有
料
・
無
料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

少人数限定・帰国支援セミナー開催のお知らせ
■時間： 7/21（金）午前10時~11時30分

■内容： 一部　私たちの日本帰国支援
 　　　サービスにかける想い
 二部　日本帰国支援サービス
 三部　ディスカッション

■場所： 週刊NY生活編集部オフィス
　　　 （マンハッタン西47丁目）
＊当日は、NY窓口の久松が、オフィスのPCで、参加者
様と日本の事務局とをオンラインでお繋ぎします。

■定員： 先着3名限定
　　　 【参加条件】
 ①1年以内に日本への本帰国を
 　決めている方
 ②ZOOMなどのオンラインツール
 　の利用が難しい方

■参加費：無料　

■お申込み：EメールでNY事務局久松まで
        hisamatsu@nyseikatsu.com
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バ
ー
ビ
ー
人
形
の
実
写
映
画

﹃
バ
ー
ビ
ー
﹄
が
７
月
21
日
か

ら
全
米
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
を

記
念
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
シ

ー
ポ
ー
ト
に
﹁
ザ
・
マ
リ
ブ
・

バ
ー
ビ
ー
・
カ
フ
ェ
﹂︵
フ
ル

ト
ン
通
り
19
番
地
︶
が
登
場
し

た
。
ピ
ン
ク
色
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
カ
フ
ェ
に
一
歩
足
を
踏
み
入

れ
る
と
、
レ
ト
ロ
な
魅
力
あ
ふ

れ
る
１
９
７
０
年
代
マ
リ
ブ
・

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
。
た
く
さ
ん
の
バ
ー
ビ

ー
人
形
や
マ
リ
ブ
ビ
ー
チ
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
砂
浜
、
実
物
大
バ

ー
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
が
あ

り
、
自
身
が
バ
ー
ビ
ー
に
な
り

き
っ
て
、
ケ
ン
や
ミ
ッ
ジ
、
ス

キ
ッ
パ
ー
と
一
緒
に
過
ご
せ
る

人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

る
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
は
﹁
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
パ

ン
ケ
ー
キ
﹂
や
﹁
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
・
ド
リ
ー
ミ
ン
・
ク
ラ
ブ

サ
ン
ド
﹂
な
ど
が
提
供
さ
れ
、

こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
限

定
グ
ッ
ズ
も
販
売
し
て
い
る
。

９
月
15
日
ま
で
。

　

入
場
料
は
大
人

39
ド
ル

〜
、
子
供
22
ド
ル
〜
︵
２
歳

以
下
無
料
︶。
料
金
に
は
食

事
︵
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と

サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
︶、

90
分

の
テ
ー
ブ
ル
予
約
が
含
ま
れ

る
。
ド
リ
ン
ク
、
デ
ザ
ー
ト

の

追

加

購

入

も

可

能
。

予

約
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://bucketlisters.
com

/experience/m
alibu-

barbie-cafe-new
-york

バービーカフェ
実写映画 21日から全米公開で

70年代マリブビーチをイメージ

楽しい
 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

タ
コ
の
マ
リ
ネ　

シ
ト
ラ
ス-

フ
ラ
ン
ス
風
味

Octopus -citrus marinade

　

タ
コ
の
旬
は
６
〜
８
月
頃

で
、
そ
の
時
期
が
一
番
美
味
し

い
と
言
わ
れ
、
ビ
タ
ミ
ン
、
タ

ウ
リ
ン
が
豊
富
な
健
康
食
で

す
。
今
回
は
、
柑
橘
汁(

シ
ト

ラ
ス
︶
を
合
わ
せ
、
サ
ッ
パ
リ

風
味
の
サ
ラ
ダ
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
暑
い
夏
に
ピ
ッ
タ
リ

の
一
品
で
す
。
料
理
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
に
加
え
て
く
だ
さ
い
！

作
り
方

①
大
き
め
の
ボ
ウ
ル
に
み
じ
ん

切
り
に
し
た
野
菜
を
入
れ
、
茹

で
た
タ
コ
の
足
と
グ
レ
ー
プ
フ

ル
ー
ツ
の
ふ
さ
４
個
を
加
え
て

レ
モ
ン
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

ジ
ュ
ー
ス
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

を
加
え
て
味
付
け
す
る
。

②
大
き
目
の
皿
に
セ
ロ
リ
の
葉

を
敷
き
、
綺
麗
に
盛
り
つ
け
て

パ
セ
リ
を
飾
り
付
け
仕
上
げ

る
。

材料（２人分）

茹でたタコの足 ....................................４本

（２４０ｇ、２センチほどに切る）

セロリ、プチトマト、シャロット ...... 少々

（みじん切り）

レモン、グレープフルーツジュース

　 ..........................................各々大さじ３

オリーブオイル .................................. 少々

セロリの葉、パセリ ........................... 少々

　

今
夏
の
Ｎ
Ｙ
Ｃ
レ
ス
ト
ラ
ン

ウ
イ
ー
ク
に
は
、
ロ
シ
ア
の
侵

攻
が
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
味
を

伝
え
る
ソ
ー
ホ
ー
の
﹁
ス
ラ
ヴ

ァ
﹂︵
西
ハ
ウ
ス
ト
ン
・
ス
ト

リ
ー
ト
77
番
地
︶
も
初
め
て
参

加
す
る
。
料
理
長
の
パ
ブ
ロ
・

セ
ル
ベ
ト
ニ
ッ
ク
さ
ん
は
、
米

露
が
軍
縮
の
基
本
的
枠
組
に
合

意
し
た
92
年
の
翌
年
、
93
年
に

ヘ
ル
ソ
ン
で
生
ま
れ
た
。
大
学

卒
業
後
は
、
料
理
の
腕
を
競
う

テ
レ
ビ
番
組
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
版

﹁
料
理
の
鉄
人
﹂
で
優
勝
し
、

ス
ペ
イ
ン
や
タ
イ
の
有
名
店
で

も
料
理
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
だ
。

　

帰
国
直
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
ま
ん
延
し
レ
ス
ト
ラ

ン
で
働
け
な
く
な
る
と
、
パ
ン

の
卸
売
事
業
を
始
め
た
。
ロ
シ

ア
侵
攻
初
日
２
０
２
２
年
２
月

24
日
、
セ
ル
ベ
ト
ニ
ッ
ク
さ

ん
は
従
業
員
た
ち
と
徹
夜
で

２
０
０
０
本
の
パ
ン
を
焼
き
、

翌
日
車
で
町
中
を
回
り
市
民
に

パ
ン
を
配
っ
た
。
ロ
シ
ア
軍
に

目
を
つ
け
ら
れ
妻
と
ス
ペ
イ
ン

に
避
難
し
、
友
人
の
招
き
で
昨

年
12
月
に
来
米
し
た
。
Ｎ
Ｙ
の

フ
ラ
ン
ス
料
理
店
ラ
・
メ
ル
ス

リ
ー
で
働
き
始
め
て
間
も
な
く

し
て
、
昨
年
開
店
し
た
ば
か
り

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
料
理
店
ス
ラ
ヴ

ァ
に
料
理
長
と
し
て
招
か
れ

た
。
同
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
同

店
は
８
月
14
日
ま
で
、
３
コ
ー

ス
の
デ
ィ
ナ
ー
を
45
ド
ル
で
提

供
す
る
。

NYC レストランウィーク

ウクライナから
避難のシェフも

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://bucketlisters.com/experience/malibu-barbie-cafe-new-york
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画

地
図
を
作
成
展
示

　

Ｎ
Ｙ
市
運
輸
局
︵
Ｄ
Ｏ
Ｔ
︶

は
こ
の
ほ
ど
、
同
市
内
の
無
料

の
公
共
駐
輪
場
に
継
続
的
に
駐

輪
で
き
る
期
間
を
制
限
す
る
新

た
な
方
針
を
発
表
し
た
。 

　

同
局
は
﹁
継
続
し
て
７
日
間

以
上
駐
輪
さ
れ
た
ま
ま
の
使
用

で
き
る
自
転
車
﹂
は
﹁
放
棄
さ

れ
た
﹂
と
見
な
し
、
タ
グ
を
貼

る
。
７
日
間
以
上
タ
グ
が
貼
ら

れ
た
ま
ま
の
自
転
車
は
、
同
局

ま
た
は
同
市
警
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶、

担
当
管
理
者
が
移
動
お
よ
び
没

収
す
る
。
撤
去
さ
れ
た
自
転
車

は
、
駐
輪
場
の
最
寄
り
の
警
察

管
区
で
30
日
間
保
管
さ
れ
、
持

ち
主
か
ら
の
申
し
出
が
な
い
自

転
車
は
同
市
警
所
有
物
取
扱
課

︵
プ
ロ
パ
テ
ィ
・
ク
ラ
ー
ク
︶

に
移
送
さ
れ
る
。 

　

自
分
の
自
転
車
に
タ
グ
が
貼

ら
れ
た
場
合
は
取
り
外
し
、
届

出
を
す
る
必
要
は
な
い
。
没
収

さ
れ
た
場
合
は
、
駐
輪
場
そ
ば

の
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
管
区
ま
た
は
同

課
で
引
き
取
り
手
続
き
を
行

う
。
旅
行
な
ど
で
７
日
間
以
上

駐
輪
す
る
場
合
は
、
同
市
の
公

式
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
・
サ
イ
ト

opendata.cityofnew
york.

us

で
長
期
駐
輪
シ
ェ
ル
タ
ー

の
場
所
を
検
索
で
き
る
。
ま
た

同
規
制
や
同
市
内
の
駐
輪
に
関

す
る
詳
細
はnyc.gov

を
参

照
す
る
。 

７
日
間
以
上
の
駐
輪

放
棄
と
み
な
す

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
大
食
い
競
争 

優
勝
者
が
さ
ら
に
記
録
更
新

　

独
立
記
念
日
恒
例
の
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
大
食
い
競
争
が
コ
ニ
ー

ア
イ
ラ
ン
ド
の
ネ
イ
サ
ン
ズ
旗

艦
店
で
開
催
さ
れ
、ジ
ョ
ー
イ
・

チ
ェ
ス
ト
ナ
ッ
ト
さ
ん
︵
39
︶

が
過
去
最
高
の
優
勝
16
回
を
記

録
し
た
。 

　

午
前
の
女
子
の
部
で
は
、
米

在
住
日
本
人
の
須
藤
美
貴
さ
ん

︵
37
︶
が
10
分
間
に
39
本
を
完

食
し
、
９
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
。
そ
の
後
、
会
場
は
激
し

い
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
、
同
イ
ベ

ン
ト
主
催
者
は
午
後
の
男
子
の

部
の
中
止
を
決
定
し
た
が
、
天

候
が
回
復
し
遅
れ
て
午
後
２
時

に
開
始
し
た
。
チ
ェ
ス
ト
ナ
ッ

ト
さ
ん
は
、
76
本
の
自
身
の
最

高
記
録
は
更
新
で
き
な
か
っ
た

が
、
10
分
間
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ

62
本
を
完
食
し
た
。 

　

チ
ェ
ス
ト
ナ
ッ
ト
さ
ん
は

２
０
０
７
年
、
同
イ
ベ
ン
ト
の

連
続
優
勝
者
だ
っ
た
小
林
尊
さ

ん
を
破
り
、
初
め
て
優
勝
を
遂

げ
た
。
チ
ェ
ス
ト
ナ
ッ
ト
さ
ん

は
、
10
年
に
建
築
業
の
仕
事
を

辞
め
て
以
降
、
大
食
い
競
争
の

優
勝
金
や
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
で

合
計
４
０
０
万
ド
ル
を
稼
い
で

い
る
と
い
う
。
最
初
の
ス
ポ
ン

サ
ー
は
胃
腸
薬
の
ペ
プ
ト
・
ビ

ス
モ
ル
で
、
大
食
い
競
争
４
回

参
戦
の
契
約
で
チ
ェ
ス
ト
ナ
ッ

ト
さ
ん
に
１
万
ド
ル
を
投
じ

た
。
今
年
は
フ
ー
ド
フ
ァ
イ
タ

ー
の
マ
ッ
ク
ス
鈴
木
さ
ん
も
参

加
し
た
が
、
29
・
５
本
で
８
位

に
終
わ
っ
た
。 

原爆製造の史跡

　

原
爆
製
造
に
関
わ
る
﹁
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
計
画
﹂
の
史
跡
地
図

を
展
示
す
る
﹁
歴
史
を
学
び
、

未
来
を
つ
く
る
﹂
が
27
日
︵
木
︶

か
ら
８
月
24
日
︵
木
︶
ま
で
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ビ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
︵
西
１
３
３

丁
目
５
３
０
番
地
︶
で
行
わ
れ

る
。
期
間
中
は
毎
週
木
曜
に
関

連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
今
年
は

特
に
ハ
ワ
イ
に
関
す
る
資
料
を

同
セ
ン
タ
ー
の
全
教
室
で
展
示

す
る
。

　

広
島
・
長
崎
に
投
下
さ
れ
た

原
子
爆
弾
の
製
造
は
﹁
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
計
画
﹂
と
呼
ば
れ
、
同

セ
ン
タ
ー
の
目
の
前
に
あ
る
ナ

ッ
シ
ュ
ガ
ラ
ー
ジ
ュ
ビ
ル
と
い

う
建
物
で
軍
産
学
複
合
体
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
作
ら
れ
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
平
和
活
動
家

の
田
中
康
予
さ
ん
は
２
０
１
９

年
か
ら
、
ロ
ウ
ワ
ー
・
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
カ

ウ
ン
シ
ル
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
助
成
金
を
３

度
得
て
、
近
隣
の
子
ど
も
た
ち

と
調
査
や
討
論
や
ア
ー
ト
を
通

じ
た
平
和
教
育
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
行
っ
て
い
る
。﹁
身
近
に

あ
る
核
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と

で
持
続
可
能
な
未
来
を
考
え
て

ほ
し
い
﹂と
田
中
さ
ん
は
話
す
。　

　

毎
週
木
曜
午
後
３
時
か
ら
５

時
ま
で
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。27
日
は
開
会
イ
ベ
ン
ト﹁
真

珠
湾
攻
撃
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計

画
﹂、
日
系
米
国
人
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
・
ア
イ
コ
・
ヤ
マ
ダ
さ
ん

に
よ
る
マ
ン
ザ
ナ
ー
強
制
収
容

所
の
証
言
が
あ
る
。

　

８
月
３
日
は
﹁
広
島
・
長
崎

メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
﹂、
折

り
紙
講
習
会
や
﹁
サ
ダ
コ
の

話
﹂
な
ど
が
あ
る
。
10
日
は

﹁
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
﹂、
参
加
者

に
よ
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
史

跡
地
図
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の

関
連
施
設
を
歩
く
。
17
日
は
米

軍
基
地
を
テ
ー
マ
に
、
真
珠
湾

攻
撃
後
に
爆
撃
場
と
し
て
使
用

さ
れ
た
米
軍
基
地
カ
ホ
オ
ラ
ウ

ェ
島
や
沖
縄
に
つ
い
て
、
田
中

さ
ん
と
ジ
ー
ナ
・
コ
ー
パ
ス
さ

ん
が
公
開
授
業
を
行
い
、
過
去

か
ら
学
び
未
来
に
望
む
こ
と
の

リ
ス
ト
を
制
作
す
る
。
入
場
無

料
、
開
場
時
間
は
午
後
４
時
か

ら
８
時
ま
で
。
問
い
合
わ
せ

は
、
田
中
さ
ん
の
Ｅ
メ
ー
ル

y
asu

y
otan

aka@
y

ah
oo.

com

ま
で
。

公共駐輪場に
期間限定の新方針

楽しい
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
運
輸
局

︵
Ｄ
Ｏ
Ｔ
︶
は
こ
の
ほ
ど
、
急

増
す
る
玄
関
先
に
置
か
れ
た
宅

配
物
の
盗
難
﹁
ポ
ー
チ
・
パ
イ

レ
ー
ツ
﹂の
防
止
対
策
と
し
て
、

宅
配
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
を
計
画

し
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　

同
市
内
で
は
、
１
家
庭
当
た

り
で
は
最
低
週
１
回
、
20
％
は

週
に
最
低
４
回
は
配
達
物
を
受

け
取
っ
て
い
る
。
同
局
に
よ

る
と
、
同
市
内
で
は
年
間
約

３
３
０
０
万
個
の
配
達
物
が
配

送
中
に
紛
失
ま
た
は
盗
ま
れ
て

お
り
、
ポ
ー
チ
・
パ
イ
レ
ー
ツ

は
１
日
当
た
り
９
万
件
発
生
し

て
い
る
。
多
く
の
場
合
は
、
ド

ア
マ
ン
が
い
な
い
ア
パ
ー
ト

や
、
置
き
配
に
は
安
全
上
適
さ

な
い
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る
。 

　

同
計
画﹁
ロ
ッ
カ
ー
Ｎ
Ｙ
Ｃ
﹂

で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
、
そ
し
て
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
・
コ
ー
ド
機
能
の
盗
難
防
止

機
能
を
搭
載
し
た
、
24
時
間
利

用
可
能
の
宅
配
ロ
ッ
カ
ー
を
当

面
は
同
市
内
15
か
所
に
設
置
す

る
。
シ
ア
ト
ル
で
は
同
様
の
対

策
で
、
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
の
違
法

な
路
上
駐
車
時
間
が
３
分
の
１

減
少
し
、
配
達
時
間
は
78
％
短

縮
し
た
と
い
う
。イ
ェ
ダ
ニ
ス
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
同
局
長
は
、
設
置

場
所
や
経
費
な
ど
の
詳
細
、
ま

た
日
程
に
つ
い
て
は﹁
今
夏
中
﹂

と
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

置
き
配
の
盗
難
問
題 

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

　

外
務
省
は
７
月
10
日
か
ら
、

在
住
す
る
国
や
地
域
を
管
轄
す

る
在
外
公
館
に
お
い
て
、
旅
券

等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
し
た

人
︵
現
地
時
間
10
日
午
前
０
時

以
降
に
受
理
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
対
象
︶
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
領
事
手
数
料
の
オ
ン

ラ
イ
ン
決
済
︵
ク
レ
ジ
ッ
ト
／

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
︶
が
可
能
と

な
る
と
告
知
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
の
概
要

は
、①
手
数
料
：
円
貨
建
て︵
現

金
払
い
の
場
合
は
現
地
通
貨
︶、

②
利
用
可
能
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド 

：V
ISA

、 M
A

ST
E

R

、

A
M

E
R

IC
A

N
 E

X
PR

E
SS

、

D
IN

E
R

S

、JC
B

、
③
利
用
可

能
な
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド　

：

V
ISA

、 M
A

ST
E

R

が

つ

い

て
い
る
も
の
、
④
決
済
手
数

料 

：
無
料
。
た
だ
し
日
本
以

外
で
発
行
さ
れ
た
カ
ー
ド
の
場

合
は
、
カ
ー
ド
会
社
に
よ
り
別

途
、
手
数
料
が
か
か
る
場
合
が

あ
る
。 

⑤
領
事
窓
口
で
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
は
で
き

な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
手

続
き
の
み
。

　

詳

細

は

外

務

省

サ

イ

ト

h
ttps://w

w
w

.m
ofa.

g
o

.jp
/

m
o

fa
j/

to
k

o
/

page22_004053.htm
l

︵
領

事
手
数
料
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
に

つ
い
て
︶
を
参
照
す
る
。

外
務
省
が
領
事
手
数
料

オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
導
入

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:yasuyotanaka@yahoo.com
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/page22_004053.html


 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23
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こ
の
夏
、
サ
メ
の
目
撃
情
報

が
相
次
い
で
い
る
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
沖
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
海
上
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ

れ
て
い
る
。
今
月
３
日
、
ロ
バ

ー
ト
モ
ー
ゼ
ス
ビ
ー
チ
で
15
歳

の
少
女
が
足
を
噛
ま
れ
、
小
さ

な
傷
が
３
か
所
で
き
た
が
軽
傷

だ
っ
た
。
同
じ
日
の
キ
ズ
メ
ッ

ト
ビ
ー
チ
で
は
15
歳
の
少
年
が

左
足
を
噛
ま
れ
、
病
院
で
治
療

を
受
け
た
。
さ
ら
に
独
立
記
念

日
の
４
日
、
サ
フ
ォ
ー
ク
郡
の

ビ
ー
チ
で
47
歳
の
男
性
が
右
膝

を
噛
ま
れ
、
救
急
車
で
近
く
の

病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。
ま
た
同

ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
・
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
の
カ
リ
ー
・
エ
プ
ス
タ

イ
ン
は
﹁
我
々
は
Ｎ
Ｙ
で
今
起

き
て
い
る
こ
と
に
神
経
質
に
な

　

６
日
午
後
７
時
過
ぎ
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
東
23
丁
目
と
１
番

街
の
交
差
点
で
、
観
光
バ
ス
と

Ｍ
Ｔ
Ａ
バ
ス
の
衝
突
事
故
が
あ

り
、
運
転
手
を
含
む
68
人
の
乗

員
・
乗
客
が
近
く
の
病
院
で
手

当
て
を
受
け
た
。
乗
客
の
負
傷

の
程
度
は
軽
い
切
り
傷
か
ら
打

撲
、
骨
折
ま
で
で
死
者
は
い
な

か
っ
た
。
消
防
署
第
一
分
署
に

よ
る
と
、
23
丁
目
を
高
速
道
路

の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
に
乗
る
た
め
に
東
に

走
っ
て
い
た
Ｍ
Ｔ
Ａ
バ
ス
と
、

１
番
街
の
交
差
点
に
信
号
無
視

を
し
て
走
っ
て
き
た
観
光
バ
ス

が
追
突
し
、
バ
ス
の
前
方
と
ド

ア
な
ど
が
大
破
し
た
。
乗
客
ら

複
数
の
通
報
で
出
動
し
た
消
防

隊
員
が
、
梯
子
や
ロ
ー
プ
を
使

っ
て
二
階
建
て
バ
ス
の
乗
客
を

救
出
し
た
。
事
故
原
因
は
調
査

中
だ
が
事
故
の
責
任
は
追
突
し

た
側
の
ツ
ア
ー
バ
ス
運
行
会
社

に
あ
る
と
都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ

Ａ
︶
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
イ
ビ
ー

局
長
は
述
べ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
に
よ
る

と
日
本
人
乗
客
は
い
な
か
っ
た
。

乗
客
ら
68
人
が
負
傷

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
23
丁
目
で
市
営
バ
ス
に

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212)840-6942 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■日米ソーシャル・サービス(JAS
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウン
セリングセンター＝(212)720-4560 
■教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込み
寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人
教育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
■NY補習授業校＝(914)636-3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555

 公共サービス連絡先

日
に
フ
ァ
イ
ア
ー
・
ア
イ
ラ
ン

ド
で
49
歳
の
男
性
が
右
手
を
噛

ま
れ
た
。
当
局
は
﹁
大
型
の
海

洋
生
物
﹂
に
よ
る
も
の
だ
と
発

表
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
の
ビ
ー
チ
で
は
、
ほ
ん

の
数
年
前
ま
で
は
サ
メ
と
の
遭

遇
は
ま
れ
だ
っ
た
が
、
昨
年
は

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
浅
瀬
で

８
件
、
今
年
は
す
で
に
５
件
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
の
州
公
園
管
理
者
ジ
ョ

ー
ジ
・
ゴ
ー
マ
ン
氏
は
﹁
私
た

ち
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
警
戒
し

て
お
り
、
た
と
え
サ
メ
に
よ
る

怪
我
が
深
刻
で
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
サ
メ
の
目
撃
や
遭
遇
の

増
加
を
懸
念
し
て
い
る
﹂
と
話

す
。
ま
た
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
ビ

ー
チ
で
ド
ロ
ー
ン
を
操
縦
す
る

観光バス衝突

事故を起こして前方が大破した観光バス（６日午後 10 時、本紙・三浦良一撮影）

っ
て
い
る
が
、
人
々
は
そ
ん
な

こ
と
も
気
に
せ
ず
毎
日
海
で
泳

い
で
い
る
。
サ
メ
が
近
づ
か
な

い
よ
う
に
ビ
ー
チ
を
監
視
し
て

い
る
が
、
人
間
が
遊
ぶ
海
は
サ

メ
た
ち
の
棲
み
家
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
話

し
た
。

　

サ
メ
の
目
撃
件
数
の
増
加
は

﹁
生
態
系
が
よ
り
健
全
に
な
っ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
﹂
と

言
う
人
も
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
で
サ
メ
を
監
視

被
害
増
え
る
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
で

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブで

は地域社会や世界への貢献のためさま

ざまな活動しています。

■ ニューヨーク日系ライオンズクラブ・

 ファン感謝デー・ピクニック開催

ボランティアをしてくれた人、イベ

ントに参加された人、ライオンズク

ラブに興味がある人は、家族や友人

をお誘いの上、是非ご参加くださ

い。BBQをしながら皆さんと交流で

きるのを楽しみにしております。

8月5日（土）12:00pm~4:00pm
Van Cortlandt Park, Bronx,NY 10463
入口: 242nd Street&Broadway
参加費は無料

問い合わせ：info@nyjac.org

The New York
Japanese-American Lions Club

www.nyjalc.org

http://myriverside.net/home
https://www.maxjob.com/
http://www.Jhelp.com
mailto:info@bcnetwork.org
mailto:info@nyjac.org
http://www.nyjalc.org
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も
し
も
、
自
分
が
認
知
症
や

障
害
が
原
因
で
正
当
な
選
択
力

が
衰
え
、
つ
ま
り
意
思
決
定
権

が
行
使
で
き
な
く
な
っ
た
ら
ど

う
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
以
外
の

第
三
者
が
代
わ
り
に
や
っ
て
く

れ
る
は
ず
で
す
よ
ね
。
た
だ
し
、

そ
の
や
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
自

分
の
望
ま
な
い
選
択
肢
だ
っ
た

ら
ど
う
し
ま
す
か
。
私
自
身
の

意
思
決
定
、
つ
ま
り
希
望
は

﹁
右
﹂
な
の
に
、
代
わ
り
の
第

三
者
が
﹁
い
や
、
左
の
方
が
い

い
。
あ
な
た
の
た
め
﹂
と
自
分

の
意
思
決
定
と
は
違
う
﹁
あ
な

た
の
た
め
に
違
う
選
択
﹂
を
さ

れ
た
ら
、
あ
な
た
は
納
得
で
き

ま
す
か
。
そ
れ
と
も
徹
底
抗
戦

し
ま
す
か
。
実
は
、
冒
頭
で
出

し
ま
し
た
条
件
の
認
知
症
や
障

害
を
理
由
に
﹁
専
門
職
﹂
を
名

乗
る
勝
手
集
団
、
自
分
の
仕
事

の
都
合
で
、
本
人
の
望
ま
な
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
、
紛
い
物
の

意
思
決
定
代
行
者
が
、
あ
た
か

も
﹁
正
義
﹂
面
し
た
専
門
職
に

た
く
さ
ん
会
っ
て
き
ま
し
た
。

︵
実
は
先
週
、
当
事
者
は
う
ち

の
施
設
の
利
用
者
。
私
だ
け
が

本
人
の
意
思
を
主
張
す
る
が
、

私
以
外
の
7
名
が
そ
の
意
思
を

否
定
し
た
の
で
腹
が
立
っ
た
の

で
徹
底
的
に
こ
の
コ
ラ
ム
は
調

べ
上
げ
ま
し
た
︶

　

そ
の
典
型
的
選
択
の
間
違
い

事
例
が
﹁
外
出
制
限
﹂
﹁
過
剰

な
金
銭
管
理
﹂﹁
サ
ー
ビ
ス
の

押
し
付
け
﹂で
す
。
例
え
ば﹁
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
な
夜
中
に

ど
こ
に
い
く
の
。
お
部
屋
に
い

て
く
だ
さ
い
﹂
＝
迷
子
に
な
っ

た
ら
、私
の
責
任
だ
か
ら
。﹁
ろ

く
な
も
の
買
わ
な
い
か
ら
無
駄

遣
い
は
や
め
て
く
だ
さ
い
﹂
＝

ろ
く
な
も
の
と
い
う
価
値
は
あ

な
た
の
判
断
。
本
人
に
と
っ
て

は
貴
重
な
も
の
。﹁
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
楽

し
い
で
す
よ
﹂
＝
楽
し
い
か
ど

う
か
は
俺
が
決
め
る
。
お
ま
え

じ
ゃ
な
い
。
こ
ん
な
感
じ
で
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
本
人
と
周
囲

や
専
門
家
の
意
見
が
ガ
チ
ン
コ

対
立
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ

﹁
本
人
の
意
思
決
定
﹂
を
正
し
く
判
断
す
る

と
で
す
。
そ
れ
で
周
囲
は
﹁
本

人
は
よ
く
わ
か
っ
て
な
い
か
ら

こ
っ
ち
で
決
め
ち
ゃ
い
ま
し
ょ

う
﹂
と
先
を
進
め
て
し
ま
う
。

こ
れ
が
の
ち
の
ち
本
人
の
た

め
、
今
や
っ
て
お
か
な
い
と
本

人
が
後
悔
す
る
。
実
は
、結
局
、

の
ち
の
ち
こ
の
判
断
を
後
悔
す

る
の
は
周
囲
の
方
に
帰
結
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
や
は
り

あ
と
に
な
っ
て
﹁
あ
あ
、
本
人

の
希
望
通
り
に
し
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
﹂
と
。

　

そ
も
そ
も
﹁
あ
な
た
は
自
己

決
定
力
が
な
い
﹂
と
い
う
評
価

は
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
、
そ
の
評
価
の
効
果

は
、
永
遠
に
覆
ら
な
い
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
評
価
に

つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
﹁
意
思

決
定
す
る
力
を
評
価
す
る
際
の

注
意
点
﹂
と
し
て
、
警
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

１　

認
知
機
能
の
低
下
や
精
神

疾
患
の
既
往
だ
け
で
意
思
決
定

す
る
力
の
欠
如
を
判
定
し
て
は

な
ら
な
い
。

２　

年
齢
、
病
名
、
外
見
、
行

動
、
社
会
背
景
か
ら
判
定
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

３　

評
価
の
前
に
意
思
決
定
す

る
力
を
高
め
る
。

４　

求
め
ら
れ
る
意
思
決
定
す

る
力
の
レ
ベ
ル
は
、
状
況
や
内

容
に
よ
っ
て
異
な
る
。

５　

周
囲
か
ら
み
て
不
合
理
な

選
択
だ
か
ら
と
い
っ
て
﹁
意
思

決
定
能
力
が
な
い
﹂
と
は
判
断

し
て
は
な
ら
な
い
︵
不
合
理
な

選
択
の
尊
重
原
則
︶。

６　

評
価
者
に
は
﹁
意
思
決
定

能
力
が
な
い
﹂
こ
と
を
証
明
す

る
責
任
が
あ
る
。﹁
欠
如
し
て

い
る
﹂
と
断
言
で
き
な
い
な
ら

﹁
あ
る
﹂
と
み
な
す
。

７　

十
分
な
意
思
決
定
支
援
の

う
え
で
の
評
価
が
大
前
提
。

︵M
en

tal C
apacity

 A
ct 

2005. 

菅
富
美
枝
：
イ
ギ
リ
ス

成
年
後
見
制
度
に
み
る
自
立
支

援
の
法
理
２
０
１
０
年
︶

　

こ
の
中
で
、特
に
６
で
す
ね
。

﹁
意
思
決
定
が
欠
如
し
て
い
る

と
断
言
で
き
な
い
な
ら
意
思
決

定
力
は
あ
る
と
み
な
す
﹂
と
い

う
言
葉
は
ず
し
ん
と
心
に
響
き

ま
す
。
い
く
ら
﹁
自
己
決
定
が

な
い
者
﹂
と
評
価
さ
れ
て
も
、

自
分
の
希
望
の
も
の
︵
こ
と
︶

が
否
定
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
の

で
す
。
そ
れ
は
憲
法
13
条
﹁
幸

福
追
求
権
﹂
の
侵
害
で
あ
り
、

そ
の
希
望
は
﹁
公
共
の
福
祉
﹂

に
沿
う
限
り
実
行
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
憲
法
に
も
規
定

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
こ
で

い
う
公
共
の
福
祉
と
は
﹁
他
人

の
権
利
﹂
を
侵
害
し
な
い
限
り

有
効
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
誰
に
も
﹁
あ
な
た
の
健

康
の
た
め
﹂
と
か
﹁
あ
な
た
の

将
来
の
た
め
に
﹂
な
ん
て
言
わ

れ
る
筋
合
い
は
な
い
は
ず
で

す
。
自
分
の
好
き
な
道
を
選
ん

で
差
し
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
本

人
の
た
め
に
も
、
自
分
の
た
め

に
も
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp
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ご
自
身
の
怒
り
を
持
て
余
す

Ｏ
さ
ん
と
お
会
い
し
ま
し
た
。

　

子
供
の
時
か
ら
の
懸
念
だ
っ

た
の
で
大
学
を
卒
業
直
後
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
、
生
活

が
変
わ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も

数
週
間
前
、
友
人
と
の
ち
ょ
っ

と
し
た
諍
い
で
大
爆
発
。
感
情

に
歯
止
め
が
効
か
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
長
年
の
配
偶
者
と
の
関

係
も
破
綻
し
か
ね
な
い
心
配
も

出
て
い
ま
す
。

　

見
捨
て
ら
れ
不
安
、
仲
間
外

れ
に
さ
れ
る
恐
れ
、
低
い
自
己

評
価
な
ど
が
き
っ
か
け
で
怒
り

が
湧
き
上
が
る
と
の
事
。
ま
た
、

近
年
に
亡
く
な
っ
た
父
親
と
の

関
係
や
喪
失
感
も
遠
因
の
一
端

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
Ｏ
さ
ん
に

は
次
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
の

間
、
怒
り
を
含
め
た
感
情
の
強

さ
に
１
か
ら
10
ま
で
の
目
盛
り

を
つ
け
る
よ
う
に
と
提
案
し
ま

し
た
。

　

怒
り
は
喜
び
や
悲
し
み
と
同

等
の
、
人
間
が
持
つ
自
然
な
感

情
で
、
根
底
に
あ
る
の
は
愛
着

と
恐
れ
で
す
。
け
れ
ど
私
た
ち

は
多
く
の
場
合
、
そ
の
表
し
方

を
学
ぶ
機
会
を
持
た
ず
に
成
長

し
て
し
ま
い
ま
す
。
爆
発
的
な

怒
り
も
適
切
な
対
処
の
仕
方
に

よ
っ
て
は
社
会
の
流
れ
を
変
え

る
草
の
根
運
動
の
よ
う
に
、
生

産
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
対

処
の
方
法
を
謝
る
と
解
雇
や
人

間
関
係
の
破
綻
な
ど
、
残
念
な

結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
を

孕
み
ま
す
。
客
観
的
に
状
況
を

観
察
で
き
る
第
三
者
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
一
度
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

︵
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理

療

法

士
、LC

SW
,C

A
SA

C

保
持
︶

怒
り

Ｎ
Ｙ
ス
ラ
イ
ド
メ
ゾ
ッ
ト

英
語
リ
ス
ニ
ン
グ

無
料
体
験
会
開
催

　

Ｎ
Ｙ
ス
ラ
イ
ド
メ
ソ
ッ
ド
が

29
日
︵
土
︶
午
前
８
時
か
ら
９

時
30
分
ま
で
、
英
語
リ
ス
ニ
ン

音
が
、
突
然
ゆ
っ
く
り
は
っ

き
り
聞
こ
え
て
く
る
。
対
象

は
﹁hut hat hurt hot 

や 
luck lack lurk lock 

の
そ

れ
ぞ
れ
の
発
音
が
似
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
﹂﹁
母
音
が
は
っ

き
り
と
聞
き
取
れ
な
い
﹂﹁
周

囲
の
英
語
が
速
す
ぎ
て
つ
い
て

い
け
な
い
﹂
な
ど
英
語
が
聞
き

取
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
人
。
講

師
は
﹁
Ｎ
Ｙ
最
強
英
語
発
音
メ

ソ
ッ
ド
﹂
著
者
の
モ
リ
ヤ
マ

ハ
ル
カ
さ
ん
。
参
加
費
無
料
。

参
加
者
数
限
定
。
申
し
込
み
・

詳
細
は
Ｅ
メ
ー
ルinquiry@

slidem
ethod.com

 

ま
で
。

グ
力
を
強
化
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

無
料
体
験
会
﹁
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英

語
が
ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
聞
こ

え
る
秘
密
の
練
習
法
﹂
を
開

催
す
る
。
独
自
の
メ
ソ
ッ
ド

で
、
日
本
人
の
固
ま
っ
た
舌
を

ゆ
る
め
、
正
し
い
英
語
の
音

を
発
音
す
る
こ
と
で
、
今
ま

で
聞
こ
え
な
か
っ
た
英
語
の

　

Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
は
第
89
回

の
月
例
会
で
﹃W

eb 3 

が
世

界
を
変
え
る　

権
限
に
依
存
し

な
い
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
形
﹄
と
題
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

講
演
会
を
28
日
︵
金
︶
午
後
８

時
︵
米
東
部
時
間
︶
開
催
す
る
。

今
回
は
、W

eb 3 

領
域
で
米

国
と
日
本
で
事
業
展
開
し
、
フ

ォ
ー
ブ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
が
選
ぶ

﹁
１
０
０
通
り
の
世
界
を
救
う

希
望
﹃N

ext 100

﹄﹂
に
フ
ァ

ミ
ー
︵Fam

iee

︶
代
表
理
事

と
し
て
選
出
さ
れ
た
内
山
幸
樹

氏
を
講
師
に
招
く
。

　

フ
ァ
ミ
ー
は
、
世
界
中
で
利

用
で
き
る
家
族
関
係
証
明
書
を

民
間
で
発
行
す
る
団
体
。
ブ
ロ

ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
使
用
し
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
書
を
世
界

中
に
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、

﹁
皆
が
信
じ
れ
ば
可
能
に
な
る
﹂

と
い
う
世
界
が
実
現
す
る
、
今

ま
で
に
な
い
新
し
い
発
想
に
よ

る
も
の
。
参
加
費
無
料
。
定
員

先
着
１
０
０
人
。

　

講
師
の
内
山
氏
は
１
９
９
５

年
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程

在
学
中
に
日
本
最
初
期
の
検
索

エ
ン
ジ
ン
の
開
発
＆
検
索
エ
ン

ジ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
業
に
携

わ
っ
た
後
、
19
年
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
を
使
っ
た
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
証
明
書
を
発
行
す
る

Fam
iee

を
設
立
。

参
加
申
込
み
は
　https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZctc-2ppjMrH9xzmltEt32qR3mxEML77EAP

Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
月
例
会

フ
ァ
ミ
ー
の
内
山
代
表
が
講
演

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
︵
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
︶
の
犯
罪
統
計
に
よ
る
と

今
年
上
半
期
︵
年
頭
よ
り
７
月

２
日
ま
で
︶
の
銃
乱
射
事
件
は

４
８
７
件
で
、
昨
年
上
半
期
の

６
５
２
件
に
比
べ
25
・
３
％
減

少
し
た
。
銃
撃
で
亡
く
な
っ
た

人
は
昨
年
の
７
８
１
人
か
ら

２
０
８
人
減
り
５
７
３
人
だ
っ

た
。
殺
人
は
昨
年
の
２
２
１
件

か
ら
２
０
０
件
と
９
・
５
％
減
、

強
姦
は
８
１
８
件
か
ら
７
３
４

件
と
10
・
３
％
減
、
強
盗
も

８
２
９
０
件
か
ら
７
８
８
４

件
と
４
・
９
％
減
少
し
た
。
不

法
侵
入
も
７
７
１
２
件
か
ら

６
９
２
６
件
と
10
・
２
％
減
少

し
た
。
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
︵
憎

悪
犯
罪
︶
も
３
５
１
件
か
ら

２
３
５
件
に
現
象
。
Ｎ
Ｙ
市
警

は
こ
こ
数
か
月
に
わ
た
り
取
り

締
ま
り
を
強
化
し
て
き
た
。
違

法
薬
物
販
売
、
公
共
の
場
で
の

飲
酒
な
ど
生
活
の
質
に
関
す
る

犯
罪
に
重
点
を
置
き
、
犯
罪
撲

滅
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
市
、
重
犯
罪
が
減
少

取
り
締
ま
り
強
化
の
成
果

https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://artofhaiku.org/
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZctc-2ppjMrH9xzmltEt32qR3mxEML77EAP
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZctc-2ppjMrH9xzmltEt32qR3mxEML77EAP
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZctc-2ppjMrH9xzmltEt32qR3mxEML77EAP
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZctc-2ppjMrH9xzmltEt32qR3mxEML77EAP
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZctc-2ppjMrH9xzmltEt32qR3mxEML77EAP
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZctc-2ppjMrH9xzmltEt32qR3mxEML77EAP
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZctc-2ppjMrH9xzmltEt32qR3mxEML77EAP
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZctc-2ppjMrH9xzmltEt32qR3mxEML77EAP
mailto:inquiry@slidemethod.com
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労
働
省
が
2
つ
の
ポ
ス
タ
ー
を
更
新

クイック USA

140

︻
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
法
に
関
す
る
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
︼

　

Ｐ

Ｕ

Ｍ

Ｐ

法

は

主

に

２
０
２
２
年
12
月
29
日
に
施
行

さ
れ
た
が
、
実
際
の
施
行
は
23

年
4
月
28
日
と
な
っ
た
。
こ
の

施
行
に
と
も
な
い
ポ
ス
タ
ー
の

更
新
が
行
わ
れ
た
形
だ
。
こ
の

法
律
は
、
授
乳
中
の
母
親
が
労

働
時
間
中
に
休
憩
を
取
り
、
母

乳
を
搾
乳
す
る
た
め
の
個
室
を

確
保
す
る
権
利
を
拡
大
し
た
。

　

A
ffordable C

are A
ct

︵
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
ケ
ア
法
︶

は
、N

onexem
pt

従
業
員
に

授
乳
の
保
護
措
置
を
提
供
す
る

た
め
に
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ａ
︵
労
働
基
準

法
︶
を
改
正
し
た
。
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｐ

法
は
こ
れ
ら
の
保
護
措
置
を
事

実
上
す
べ
て
の
従
業
員
に
拡
大

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
運
輸
業

界
の
一
部
の
労
働
者
は
Ｐ
Ｕ
Ｍ

Ｐ
法
の
対
象
外
で
あ
る
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
す
ぐ
に
新

し
い
も
の
に
貼
り
替
え
る
必

要
が
あ
る
。
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
法
も

２
０
２
３
年
４
月
28
日
か
ら
遵

守
義
務
が
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に

新
し
い
ポ
ス
タ
ー
に
貼
り
替
え

ル
べ
き
で
あ
る
。

h
ttps://w

w
w

.dol.g
ov

/
agencies/w

hd/posters/
flsa

　

②
のFam

ily and M
ed-

ical Leave A
ct (

Ｆ

Ｍ

Ｌ

Ａ) Poster

に
つ
い
て
は
大

き
な
変
更
は
な
く
、
色
が
紫
色

に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
程
度
で
あ
る
。
次
の
記
事

に
も
書
か
れ
て
い
る
通
り
す
ぐ

に
ポ
ス
タ
ー
の
貼
り
替
え
を
す

る
義
務
は
な
い
が
、
新
し
い
も

の
に
貼
り
替
え
る
こ
と
は
お
勧

　

更
新
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
下

記
の
リ
ン
ク
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
で
あ
る
。

①Fair Labor Standards 
A

ct (

Ｆ

Ｌ

Ｓ

Ａ) M
ini-

m
um

 W
age Poster

h
ttps://w

w
w

.dol.g
ov

/
agencies/w

hd/posters/
flsa②F

am
ily

 an
d M

edical 
Leave A

ct (
Ｆ

Ｍ

Ｌ

Ａ) 
Poster
h

ttps://w
w

w
.dol.g

ov
/

agencies/w
hd/posters/

fm
la

　

①

のFair Labor Stan-
dards A

ct (

Ｆ

Ｌ

Ｓ

Ａ) 
M

in
im

um
 W

age P
oster

に
つ
い
て
は
次
の
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
法

に
関
す
る
更
新
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

産
業
僧
の
松
本
氏
が
Ｎ
Ｙ
で
講
演

﹁
老
舗
強
み
の
日
本
企
業
﹂

め
す
る
。

▼
出
所
：D

O
L

︵
労
働
省
︶

 Publishes a N
ew

 (E
gg-

plan
t-C

olored
) F

M
L

A
 

Poster
B

y Jeff N
ow

ak on M
ay 

10, 2023
h

ttp
s://w

w
w

.fm
lain

-
sig

h
ts.co

m
/d

o
l-p

u
b

-
lishes-a-n

ew
-eggplan

t-
colored-fm

la-poster/

　

指
定
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
職

場
に
貼
り
出
す
こ
と
は
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
ワ
ー
ク
等
で
も
職
場
が
あ
る

場
合
に
は
職
場
で
の
ポ
ス
タ
ー

貼
り
出
し
は
義
務
で
あ
る
。

▼
職
場
ポ
ス
タ
ー

h
ttps://w

w
w

.dol.g
ov

/
general/topics/posters
 　

ま
た
、
一
方
で
パ
ン
デ
ミ
ッ

　

現
代
仏
教
僧
で
、
ダ
ボ
ス
会

議
の
連
続
参
加
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
る
松
本
紹
圭
氏
が
、
６
日
木

曜
夕
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
東
京
大
学

Ｎ
Ｙ
オ
フ
ィ
ス
で
、﹁
分
断
の

時
代
を
生
き
抜
く
智
慧
を
学
ぶ

日
本
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〜
私

た
ち
は
い
か
に
し
て
﹃
未
来
世

代
の
よ
り
よ
い
祖
先
﹄
に
な
れ

る
か
﹂
と
題
し
た
講
演
会
を
開

催
し
た
。

　

松
本
氏
は
寺
に
属
さ
ず
、
産

業
僧
と
し
て
企
業
と
契
約
し
仏

教
の
教
え
や
智
慧
を
生
か
し
た

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
り
、

出
版
や
講
演
活
動
を
通
じ
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
発
揮
を
支
援
し
て
お

り
、
今
年
、
フ
ォ
ー
ブ
ス
ジ
ャ

パ
ン
誌
で
﹁
い
ま
注
目
す
べ
き

﹃
世
界
を
救
う
希
望
﹄
１
０
０

人
﹂
に
選
出
さ
れ
同
誌
の
表
紙

も
飾
っ
た
。
ま
た
、﹁
祖
先
︵
ア

ン
セ
ス
タ
ー
︶﹂
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
た
研
究
を
続
け
、﹁
ア

ン
セ
ス
ト
リ
ス
ト
﹂
と
い
う
肩

書
も
持
つ
人
物
。

　

講
演
会
で
は
、﹁
先
祖
﹂と﹁
祖

先
﹂
の
意
味
の
違
い
を
解
説
し

つ
つ
、
過
去
の
失
敗
や
経
験
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
か
し
て
、
未

来
世
代
に
対
し
て
ど
う
伝
え
て

い
け
ば
我
々
が
﹁
よ
り
よ
い
祖

先
︵
グ
ッ
ド
ア
ン
セ
ス
タ
ー
︶﹂

に
な
れ
る
か
を
語
っ
た
。
ま
た

ダ
ボ
ス
会
議
で
出
会
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
に

ク
の
中
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の

環
境
の
場
合
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
等

で
電
子
的
に
ポ
ス
タ
ー
を
配
布

す
る
こ
と
も
可
能
と
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
出
て
い
る
。

 

▼E
lectronic posting for 

purposes of the F
L

SA
, 

F
M

L
A

, Section 14(c) of 
th

e F
L

SA
, E

P
P

A
, an

d 
SC

A
h

ttps://w
w

w
.dol.g

ov
/

sites/dolgov/files/W
H

D
/

legacy/files/fab_2020_7.
pdf
 　

指
定
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
連

邦
の
も
の
だ
け
で
な
く
、各
州
、

各
郡
、
各
市
等
で
貼
り
出
し
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
の
で
、
是
非
ご
確
認
下
さ

い
。

山
口 

憲
和

MBA, SHRM-SCP

　

Philosophy LLC 

代
表

www.919usa.com

未来世代の
よりよい祖先に
ビジネスリーダーたちに提言

　

ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
︵
株
︶

は
７
月
26
日
︵
水
︶
か
ら
、
公

認
協
会
認
定
の
米
国
最
新
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
資
格
講
座
を
開
催
す

る
。
週
１
回
２
時
間
８
回
コ
ー

ス
。
３
時
半
ま
た
は
６
時
半
ス

タ
ー
ト
。
会
場
は
２
番
街
と
45

丁
目
、
教
材
は
英
語
で
日
本
語

訳
あ
り
、
英
語
専
門
用
語
も
両

方
学
ぶ
。
人
数
制
限
あ
り
。

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
た
め

の
食
品
、
美
肌
、
酸
化
酵
素
、

ビ
タ
ミ
ン
、細
胞
の
若
さ
保
持
、

活
性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
必
須
ア

ミ
ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ
ー
ブ
の

効
用
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。
試

験
合
格
者
は
講
師
養
成
講
座
へ

進
み
、
公
認
認
可
校
と
し
て
世

界
で
独
立
開
講
が
可
能
。米
国
、

日
本
、
英
国
な
ど
で
公
式
称
号

の
下
、
活
動
で
き
る
。
講
師
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
協
会
認

定
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
武

石
越
路
さ
ん
︵
共
立
女
子
大
学

食
物
科
卒
業
︶。﹁
遺
伝
子
食
事

テ
ス
ト
﹂米
国
開
業
医
が
顧
問
。

皆
で
﹁
１
２
０
歳
ま
で
元
気
に

楽
し
く
美
し
く
﹂
が
ス
ロ
ー
ガ

ン
。
通
信
教
育
受
講
も
可
能
。

　

受
講
料
は
１
８
９
５
ド

ル
︵

登

録

料
、

テ

キ

ス

ト

代
、
日
本
語
訳
、
資
料
代
、
受

験
料
、
証
書
代
な
ど
全
て
含

む
︶。
申
し
込
み
時
に
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
を
見
た
と
伝
え
る
と

１
０
０
ド
ル
引
き
に
な
る
。
問

い
合
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルK

oshiji.
T

@
gm

ail.com
 

ま

で
。

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
licensepow

er.net

を
参
照
。

﹁
あ
な
た
に
と
っ
て
グ
ッ
ド
ア

ン
セ
ス
タ
ー
と
は
﹂
と
質
問
し

て
得
た
回
答
も
披
露
し
た
。
ま

た
、
国
際
社
会
で
﹁
日
本
﹂
を

売
り
出
す
と
き
に
、
世
界
で
一

番
︵
１
０
０
年
以
上
続
く
︶
老

舗
企
業
が
多
い
こ
と
に
も
着
目

し
、
い
か
に
﹁
祖
先
﹂
を
大
切

に
す
る
こ
と
が
重
要
か
を
説
い

た
。
ま
た
仏
教
用
語
と
し
て
の

﹁
縁
起
﹂
の
意
味
を
説
明
し
、

参
加
者
同
士
の
﹁
縁
﹂
を
繋
ぐ

た
め
に
講
演
後
に
会
場
で
懇
親

会
も
催
さ
れ
た
。

若返りの資格で収入を
アンチエイジング特化栄養コンサル育成

http://www.rostamilaw.com
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://rblpartners.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:T@gmail.com
mailto:T@gmail.com
mailto:T@gmail.com
http://www.licensepower.net
http://www.licensepower.net
http://www.licensepower.net
https://www.dol.gov/agencies/whd/posters/flsa
https://www.dol.gov/agencies/whd/posters/fmla
https://www.dol.gov/agencies/whd/posters/flsa
https://www.fmlainsights.com/dol-publishes-a-new-eggplant-colored-fmla-poster/
https://www.dol.gov/general/topics/posters
https://www.dol.gov/sites/dolgov/files/WHD/legacy/files/fab_2020_7.pdf


2023 年（令和 5 年）7 月15 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(8)

　

﹁
世
界
を
席
巻
、
日
本
の
ア

ニ
メ
﹂
と
題
し
た
展
覧
会
が
７

日
か
ら
今
月
26
日
︵
水
︶
ま
で
、

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
、
日
本
ク
ラ
ブ
７

階
︶
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
ア
ニ
メ
が
、
い
か
に

現
代
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
に
影
響
を
与
え
、
フ
ァ

イ
ン
ア
ー
ト
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
と
い
う
垣
根
を
超
え
て

華
々
し
い
世
界
を
繰
り
広
げ
て

い
る
か
を
紹
介
し
て
い
る
。
出

展
作
家
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
ィ

ッ
シ
ュ
キ
ン
、
大
塚
弘
樹
、
ジ

ェ
シ
カ
・
ブ
ル
ー
ノ(

ル
ナ
︶、

ジ
ュ
ー
ン
・
キ
ム
、
久
木
田
成

樹
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
ド

３
世
、
ド
ラ
ゴ
ン
76
、
ラ
イ
ナ

ー
・
ハ
イ
ド
ン
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
７
日
夕
開
催
さ
れ
た
。
英

語
で
マ
ン
ガ
が
読
め
る
新
し
い

定
額
制
ア
プ
リ
﹁A

zuki

﹂
の

共
同
設
立
者
で
、
ラ
イ
セ
ン
ス

お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
エ
ヴ
ァ

ン
・
ミ
ン
ト
氏
が
、
日
本
の
ア

ニ
メ
や
マ
ン
ガ
が
海
外
の
ニ
ッ

チ
な
娯
楽
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
大

人
気
の
文
化
現
象
へ
と
変
貌
を

遂
げ
た
経
緯
や
、
現
代
ア
メ
リ

カ
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
与

え
た
影
響
に
つ
い
て
解
説
し

た
。
ミ
ン
ト
氏
は
、
日
本
ア
ニ

メ
の
創
世
記
の
作
品
や
ア
ス
ト

ロ
ボ
ー
イ
の
名
前
で
全
米
で
放

映
さ
れ
た
鉄
腕
ア
ト
ム
の
作
品

な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
現
代

に
至
る
日
本
の
漫
画
、
ア
ニ
メ

に
つ
い
て
語
っ
た
。
米
国
で
は

１
９
８
０
年
代
初
め
に
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
日
本
漫
画
愛
好
家
た

ち
で
作
ら
れ
た
カ
ー
ト
ゥ
ー

ン
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
オ
ー
ガ

ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
創
成
期
の
活

動
や
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
始
ま

っ
た
コ
ミ
ッ
ク
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
の
そ
の
後
の
爆
発
的
な
発
展

ぶ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
発
行
さ
れ

る
書
籍
の
収
益
の
４
割
が
漫
画

で
占
め
ら
れ
て
い
る
現
状
な
ど

を
解
説
し
た
。

　

展
示
作
家
は
、
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
の
佐
藤
恭
子
さ
ん
が
独
創
的

な
活
動
を
す
る
若
き
才
能
の
作

家
８
人
を
選
び
、
作
者
が
そ
れ

ぞ
れ
自
己
紹
介
し
て
作
品
を
語

っ
た
。
ド
ラ
ゴ
ン
76 

は
滋
賀

県
出
身
、
大
阪
芸
術
大
学
附
属

大
阪
美
術
専
門
学
校
卒
。
主
に

壁
画
や
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
や
個
展
の
開
催
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
か

ら
は
拠
点
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

移
し
活
動
中
。 

リ
チ
ャ
ー
ド
・

フ
ォ
ー
ド
３
世
は
イ
ー
ス
ト
・

ビ
レ
ッ
ジ
の
日
本
酒
バ
ー
﹁
で

し
べ
る
﹂
の
和
服
ギ
ャ
ル
を
描

い
た
人
物
。
大
塚
弘
樹
は
﹁
バ

ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
﹂、﹁
自
由
な
女
神
﹂

を
発
表
。
韓
国
系
の
ジ
ュ
ー

ン
・
キ
ム
は
、
花
咲
ア
キ
ラ
作

画
の
﹁
美
味
し
ん
ぼ
﹂
に
触
発

さ
れ
た
フ
ー
ド
漫
画
を
描
く
。

ジ
ェ
シ
カ
・
ル
ナ
は
、
イ
タ
リ

ア
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
。
作

品
は
今
敏
︵
こ
ん
・
さ
と
し
、

１
９
６
３
〜
２
０
１
０
︶
の

エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
シ
ー
ン

と
﹁
お
ジ
ャ
魔
女
ど
れ
み
﹂
な

ど
キ
ュ
ー
ト
な
要
素
を
ミ
ッ
ク

ス
し
た
作
品
を
発
表
。
久
木
田

成
樹
は
、
ア
ジ
ア
人
と
し
て
西

欧
ス
タ
イ
ル
の
画
風
に
日
本
的

タ
ッ
チ
を
取
り
入
れ
た
。
ラ
イ

ナ
ー
・
ハ
イ
ド
ン
は
ド
イ
ツ
人

で
、
奈
良
美
智
と
ポ
ケ
モ
ン
を

足
し
て
２
で
割
っ
た
よ
う
な
油

絵
を
展
示
し
た
。
ダ
ニ
エ
ル
・

フ
ィ
ッ
シ
ュ
キ
ン
は
、
ダ
ク
ソ

フ
ォ
ン
と
い
う
前
衛
的
な
音
楽

を
奏
で
る
古
典
楽
器
を
演
奏
し

て
披
露
し
た
。
会
場
で
講
演
を

聞
い
て
い
た
日
本
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
野
田
正
明
さ
ん
は
佐
藤

さ
ん
の
チ
ョ
イ
ス
に
﹁
日
本
の

漫
画
に
影
響
さ
れ
た
新
し
い
若

き
世
代
の
ア
メ
リ
カ
の
作
家
の

台
頭
を
感
じ
さ
せ
て
と
て
も
新

鮮
だ
﹂
と
評
し
た
。
詳
細
は
日

本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ

ーhttps://nippongallery.
nipponclub.org/

を

参

照
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
７
月
20
日

︵
木
︶
か
ら
８
月
８
日
︵
火
︶

ま
で
公
開
さ
れ
る
。

日本アニメに影響受けた

米
国
で
活
躍
す
る
若
き
才
能

Ｎ
Ｙ
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
と
講
演
会

ドラゴン 76 氏 ルナ氏

フォード３世氏 久木田氏

大塚氏 ハイドン氏

キム氏 フィッシュキン氏 佐藤氏

ミント氏

https://shopnyseikatsu.com/
https://nippongallery.nipponclub.org/
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 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

　

﹁
ホ
ワ
ッ
ト
・
ア
・
ワ
ン
ダ

フ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
﹂
︵
邦
題
：

こ
の
素
晴
ら
し
き
世
界
︶
の
楽

曲
で
有
名
な
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
、
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス

ト
ロ
ン
グ
︵
愛
称
・
サ
ッ
チ
モ
、

１
９
０
１
〜
１
９
７
１
︶
と
い

え
ば
、
彼
が
生
ま
れ
た
街
で
あ

り
、
ジ
ャ
ズ
が
生
ま
れ
た
街
で

も
あ
る
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
を

思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
。
ク

イ
ー
ン
ズ
に
あ
る
﹁
ル
イ
・
ア

ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹂
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
リ
ッ
キ
ー
・
リ
カ
ル
デ

ィ
は
﹁
こ
こ
で
受
け
る
質
問
の

第
１
位
は
、
な
ぜ
ニ
ュ
ー
オ
リ

ン
ズ
で
は
な
く
ク
イ
ー
ン
ズ
に

あ
る
の
か
と
い
う
も
の
だ
が
、

答
え
は
簡
単
で
、
ア
ー
ム
ス
ト

ロ
ン
グ
は
亡
く
な
る
ま
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
だ
っ
た
か
ら
だ
。

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
で
の
数
年
間

は
、
彼
の
人
生
で
最
も
重
要
な

年
月
で
あ
り
、
人
生
や
人
種
、

音
楽
、
女
性
、
食
べ
物
に
つ
い

て
、あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

Ｎ
Ｙ
に
生
き
た

サ
ッ
チ
モ
記
念
館

　

ハ
ド
ソ
ン
川
の
ピ
ア
86
に
あ

る
イ
ン
ト
レ
ピ
ッ
ド
海
上
航
空

宇
宙
博
物
館
︵
入
り
口
は
46
丁

目
と
12
番
街
︶
は
、
9
月
ま
で

月
１
回
、
最
終
金
曜
の
午
後
５

時
か
ら
９
時
ま
で
の
入
場
が

無
料
と
な
る
﹁
フ
リ
ー
フ
ラ

イ
デ
ー
﹂
を
開
催
し
て
い
る

︵
チ
ケ
ッ
ト
は
通
常
価
格
36
ド

ル
︶。
今
年
は
本
艦
の
就
役
80

周
年
を
祝
い
、﹁
戦
艦
﹂
を
テ

ー
マ
に
し
た
名
作
映
画
を
特
集

す
る
夏
の
無
料
映
画
上
映
や
、

特
別
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ア
ス
ト
ロ

ラ
イ
ブ
、
フ
ラ
イ
ト
デ
ッ
キ
で

の
星
空
観
察
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
る
。
同
博
物
館
は
米

海
軍
が
使
用
し
て
い
た
エ
セ
ッ

ク
ス
級
航
空
母
艦
の
イ
ン
ト
レ

ピ
ッ
ド
を
利
用
し
、
甲
板
に
は

９
月
ま
で
入
場
無
料

月
１
回
最
終
金
曜
の
夕
方

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
１
号
機
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
や
偵
察
機

Ｓ
Ｒ-

71
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ド
、

Ｆ-

14 

戦
闘
機
ト
ム
キ
ャ
ッ

ト
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

今
月
28
日
に
は
、
ワ
イ
ン
や

カ
ク
テ
ル
な
ど
と
と
も
に
食
事

や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
﹁
サ
マ

ー
・
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
フ

ェ
ス
ト
﹂︵
要
事
前
予
約
、
有

料
︶、
フ
ラ
イ
ト
デ
ッ
キ
で
は

１
９
９
５
年
制
作
映
画
﹁
ク
リ

ム
ゾ
ン
タ
イ
ド
﹂
を
日
没
後

か
ら
上
映
す
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
in

trepid
m

u
seu

m
.org

/
free-fridays/

を
参
照
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
に
あ
る
シ
テ
ィ

ー
フ
ィ
ー
ル
ド
を
本
拠
地
と
す

る
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
・
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
︵
Ｍ
Ｌ
Ｂ
︶
チ
ー
ム
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ッ
ツ
は
８

月
25
日
︵
金
︶
午
後
６
時
か
ら
、

﹁
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ヘ
リ
テ
ー

ジ
・
ナ
イ
ト
﹂
を
開
催
す
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
同
日
午
後
７
時

10
分
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

メ
ッ
ツ
対
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
エ

ン
ジ
ェ
ル
ス
戦
の
前
に
行
わ
れ

る
。在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
、

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商

工
会
議
所
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
、
全
米
日
系
人
博
物

館
、
米
日
カ
ウ
ン
シ
ル
に
よ
り

開
催
さ
れ
る
。
試
合
前
の
大
型

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
で
、
Ｎ
Ｙ
の
日

系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
紹
介
す
る

ビ
デ
オ
を
流
し
て
紹
介
す
る
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
チ
ケ

ッ
ト
を
購
入
し
、
当
日
の
試
合

中
︵
５
回
裏
終
了
ま
で
︶
に
セ

ク
シ
ョ
ン
１
３
０
後
方
の
団
体

販
売
引
き
換
え
ブ
ー
ス
で
デ
ジ

タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
を
ス
キ
ャ
ン
す

る
と
、
２
０
２
３
年
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
・
ナ
イ
ト
・
メ
ッ
ツ

限
定
帽
子
が
も
ら
え
る
。
球

場
は
地
下
鉄
７
番
線
のM

ets 
W

illets Point

駅
の
前
。

　

入
場
料
は
35
ド
ル
50
セ
ン
ト

〜
１
４
７
ド
ル
50
セ
ン
ト
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://w
w

w
.m

lb.com
/

m
ets

を
参
照
す
る
。

ジャパニーズ・ヘリテージ・ナイト

限定野球帽もらえる！
８月 25 日シティフィールドで開催

イントレピッド海上航空宇宙博物館クイーンズに

Photograph: Albert Vercerka Esto | Inside The 
Louis Arm

strong C
enter

し
か
し
一
旦
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ

を
離
れ
た
ら
、
そ
れ
き
り
だ
っ

た
﹂
と
話
し
て
い
る
。

　

こ
の
博
物
館
は
、
１
９
４
３

年
に
妻
の
ル
シ
ー
ル
・
ア
ー
ム

ス
ト
ロ
ン
グ
が
購
入
し
た
家
に

２
０
０
３
年
に
オ
ー
プ
ン
。
そ

し
て
７
月
６
日
、
夫
妻
が
晩
年

を
過
ご
し
た
場
所
の
真
向
か
い

に
、
１
万
４
０
０
０
ス
ク
エ
ア

フ
ィ
ー
ト
に
拡
張
し
た
新
ル

イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

館
内
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
上

映
会
、
講
演
会
な
ど
が
可
能

な
会
場
を
備
え
、﹁H

ere to 
Stay

﹂
と
呼
ば
れ
る
常
設
展

示
で
は
６
万
点
に
及
ぶ
写
真
・

録
音
・
手
紙
・
原
稿
な
ど
を
展

示
し
て
い
る
。

　

入
場
料
は
大
人
20
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
14
ド
ル
、
６
歳
以

下
は
無
料
。

　

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

h
ttp

s://w
w

w
.

lou
isarm

stron
g

h
ou

se.
org

ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
メ
ド

ウ
・
コ
ロ
ナ
パ
ー
ク
で

　

ク
イ
ー
ン
ズ
の
フ
ラ
ッ
シ

ン
グ
・
メ
ド
ウ
・
コ
ロ
ナ
・

パ
ー
ク
で
は
10
月
ま
で
の
毎

土
曜
日
の
夜
、
ナ
イ
ト
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
活
気
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。
1
品
6
ド

ル
が
上
限
の
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
価
格
で
多
様
な
食
材
が
揃

い
、
文
化
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
有

名
だ
。
１
０
０
を
超
え
る
食

品
、
ア
ー
ト
、
ビ
ン
テ
ー
ジ

グ
ッ
ズ
の
ベ
ン
ダ
ー
が
出
店
、

商
品
や
実
演
を
通
じ
て
独
自

の
専
門
知
識
を
興
奮
気
味
に

披
露
し
て
い
る
。
駐
車
台
数

が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
徒
歩
、
自
転
車
、
ま
た

は
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が

推
奨
さ
れ
る
。
隣
接
す
る
駐

車
場
は
平
均
15
ド
ル
を
徴
収

し
て
い
る
。

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
https://www.intrepidmuseum.org/free-fridays/
https://www.louisarmstronghouse.org
https://www.mlb.com/mets


週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com
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 BOOKS
　

会
社
の
企
画
書
も
人
事
評
価

も
す
べ
て
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
な
さ

れ
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
や
っ

て
い
る
職
種
は
ど
ん
ど
ん
と
、

な
く
な
っ
て
最
後
に
は
消
滅
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
そ

の
﹁
凄
さ
﹂
と
﹁
怖
さ
﹂
を
知

る
た
め
の
必
読
書
と
で
も
言
お

う
か
。
米
国
の
市
民
生
活
に
す

で
に
入
り
こ
ん
で
い
る
卑
近
な

例
を
一
つ
紹
介
し
た
い
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
を
郊
外
の

自
宅
で
定
期
購
読
し
て
か
れ
こ

れ
15
年
く
ら
い
に
な
る
が
、
昨

年
あ
た
り
か
ら
、
早
朝
に
配
達

さ
れ
る
は
ず
の
新
聞
が
、
来
た

り
、
来
な
か
っ
た
り
、
い
い
か

げ
ん
な
配
達
状
況
に
な
り
始
め

た
。
日
本
の
新
聞
配
達
の
事
情

か
ら
考
え
た
ら
、
こ
れ
は
絶
対

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
信
じ
ら
れ

な
い
こ
と
な
の
だ
が
、
配
達
さ

れ
る
の
が
週
に
２
回
く
ら
い
に

な
り
、
し
か
も
曜
日
も
時
間
も

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
。

　

日
本
な
ら
、
販
売
店
に
苦
情

電
話
を
入
れ
て
、
責
任
者
が
電

話
の
前
で
頭
を
深
々
と
下
げ

て
、
新
聞
を
抱
え
て
飛
ん
で
来

て
、
そ
れ
以
降
は
絶
対
に
こ
ん

な
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
。だ
が
、

ア
メ
リ
カ
は
違
う
。
新
聞
の
遅

配
、
不
配
に
対
す
る
対
応
は
２

択
し
か
な
い
。
翌
月
の
イ
ン
ボ

イ
ス
か
ら
差
し
引
く
リ
フ
ァ
ン

ド
︵
払
い
戻
し
︶
か
翌
日
に
配

達
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
だ
。
状

況
に
応
じ
て
、
リ
フ
ァ
ン
ド

や
、
翌
日
配
達
を
繰
り
返
し
た

挙
句
、
な
ぜ
、
こ
ん
な
信
じ
ら

れ
な
い
こ
と
が
毎
日
起
こ
る
の

か
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
説
明
を
細

か
く
み
て
い
く
と
、
リ
フ
ァ
ン

ド
と
翌
日
配
達
以
外
に
﹁
チ
ャ

ッ
ト
で
︵
ボ
ブ
︶
と
会
話
す
る
﹂

と
い
う
ボ
タ
ン
が
あ
っ
た
。
も

っ
と
早
く
気
が
つ
け
ば
よ
か
っ

た
と
、
こ
の
い
い
加
減
な
配
達

が
起
こ
っ
て
い
る
理
由
を
問
い

た
だ
し
た
い
一
念
で
ボ
タ
ン
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
。
す
ぐ
先
方
の

ボ
ブ
か
ら
テ
キ
ス
ト
が
返
っ
て

き
た
。﹁
は
い
、
こ
ん
に
ち
は
、

私
は
ボ
ブ
で
す
。
い
つ
も
ご
愛

読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
は
ど
ん
な
御
用
件
で
し
ょ

う
か
﹂
と
短
い
挨
拶
。

　

﹁
新
聞
が
来
た
り
、
来
な
か

っ
た
り
、
い
い
か
げ
ん
な
の
は

な
ん
で
？
﹂
と
怒
り
を
抑
え

た
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
に
も
す

ぐ
、
し
か
し
今
度
は
レ
タ
ー
サ

イ
ズ
一
枚
ほ
ど
の
文
字
量
の
タ

イ
プ
で
び
っ
し
り
書
か
れ
た
お

詫
び
の
テ
キ
ス
ト
が
返
っ
て
き

て
、
末
尾
に
は
、
二
度
と
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
販
売
店
に
厳
し
く
指
導
し

ま
す
﹂
と
あ
り
、
こ
れ
で
も
う

大
丈
夫
か
と
と
り
あ
え
ず
納
得

し
た
が
、
翌
日
以
降
も
改
善
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
カ

ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
で
今
度
は

も
っ
と
厳
し
く
苦
情
を
伝
え
よ

う
と
す
る
と
﹁
は
い
、
こ
ん
に

ち
は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
で
す
。

今
日
は
ど
ん
な
御
用
件
で
し
ょ

う
。
伺
わ
せ
て
く
だ
さ
い
﹂
と

テ
キ
ス
ト
が
く
る
。
翌
日
は
チ

ャ
ー
リ
ー
と
、
そ
の
翌
日
は
フ

ラ
ン
ク
と
チ
ャ
ッ
ト
し
て
苦
情

を
言
っ
た
が
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
ボ
ブ
も
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
も

チ
ャ
ー
リ
ー
も
フ
ラ
ン
ク
も
み

ん
な
Ａ
Ｉ
の
ロ
ボ
ッ
ト
だ
と
気

が
つ
く
ま
で
１
週
間
か
か
っ

た
。
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
相
手
に
苦

情
を
言
い
続
け
て
い
る
と
、﹁
メ

ー
ル
で
連
絡
し
ま
す
か
﹂
と
い

う
答
え
が
。
メ
ー
ル
の
向
こ
う

に
は
人
の
気
配
が
し
た
の
で
こ

う
書
い
た
。﹁
私
は
Ｎ
Ｙ
タ
イ

ム
ズ
を
15
年
以
上
愛
読
し
て
い

る
日
本
人
だ
け
ど
、
こ
ん
な
に

嫌
な
思
い
を
毎
日
さ
せ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
今
流
行
り
の
ア
ジ

ア
ン
ヘ
イ
ト
で
す
か
？ 

﹂
と
。

２
分
も
し
な
い
で
短
い
メ
ー
ル

が
返
っ
て
き
た
。﹁
あ
な
た
の

配
達
の
苦
情
の
履
歴
を
見
ま
し

た
。
す
ぐ
に
対
応
し
ま
す
﹂
と

い
う
簡
潔
な
メ
ー
ル
が
き
て
、

翌
日
か
ら
、
い
い
か
げ
ん
な
配

達
は
ピ
タ
ッ
と
止
ま
っ
た
。
人

間
同
士
な
ら
理
解
し
あ
え
る

が
、
相
手
が
ロ
ボ
ッ
ト
だ
と
、

感
情
が
な
い
の
で
前
に
進
ま
な

い
。
し
か
し
い
い
加
減
な
配
達

を
し
て
い
た
の
は
人
間
な
の

で
、
宅
配
業
務
が
コ
ス
ト
削
減

で
ま
と
も
な
人
材
を
確
保
で
き

て
い
な
い
と
い
う
別
の
問
題
も

今
度
は
露
呈
し
た
。　

︵
三
浦
︶

ホワイトカラー消滅？
平 和博・著

文藝春秋・刊

■ひとり時間が、いちばん心地いい（枡野俊明、PHP 文庫）
私たちはつい、自分が本来「孤独」であることを忘れてし
まう。「一人きりの時間をもってください」曹洞宗徳雄山
建功寺住職の著者がいつもそう教えるのはなぜか。本来の
自分と向き合うためにも大切な時間との付き合い方を考え
る。禅から学ぶ、ひとりを楽しむ時間。■霧にたたずむ花
嫁（赤川次郎、実業之日本社文庫）霧の中、家路を辿って
いた仲間朋代は不穏な気配を感じて逃げようとする。もう
ダメだと思った瞬間、偶然居合わせた女子大生探偵・亜由
美の恋人、谷山によって助けられる。それをきっかけに 2
人は急接近し、なんと結婚することになる。表題作のほか

「カリスマ花嫁の誇り」を収録。花嫁シリーズの第 34 弾。
■心が老いない生き方（和田秀樹、ワニブックスプラス
新書）「もういい歳なんだから新しいことはできない」と
か「食べ物は質素に、着るものは地味な色を」などと「年
齢呪縛」にかかると老いが固定され、年齢通りの高齢者に
なってしまう。この「心の老い」を止めて高齢期をワクワ
クして生きるための方法を、高齢者専門の精神科医が指南
した本。■ニホンという病（養老孟司×名越康文、日刊現
代講談社）解剖学者の養老孟司と精神科医の名越康文とい
う心配性のドクターふたりが、日本社会が患う「ニホンと
いう病」を診察し、好き勝手にアドバイスする対談集。30
を越える対談テーマが 2 人の独自視点で語られる、生き方のヒントがつまっ
た一冊。■正欲（朝井リョウ、新潮文庫）息子が不登校になった検事・啓喜、
初めての恋に気づく女子大生・八重子、ひとつの秘密を抱える契約社員・夏
月。ある事故死をきっかけに、それぞれの人生が重なり始めるが、その繋が
りは「多様性を尊重する時代」にとって、ひどく不都合なものだった。多様
性を問う第 34 回柴田錬三郎賞受賞作品。■生か、死か、お金か（ひろゆき
＆テレビ東京、集英社インターナショナル）ひろゆきと成田悠輔が司会の人
気番組「Re:Hack」の書籍化。蛭子能収、乙武洋匡、ビッグダディをゲスト
に「生・死・お金」について問いかける。人間の欲望の本質を暴き、生きる
とは何かを徹底的に議論する。プロデューサーによる番組ウラ話も公開。
　　　　　　　　（高田由起子）■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

禅
か
ら
学
ぶ
、
ひ
と
り
を
楽
し
む
時
間
。
女
子
大
生
探
偵
は
失
恋
し
て
も
事
件
解
決
。

専
門
医
が
教
え
る
高
齢
期
の
生
き
方
。
解
剖
学
者
と
精
神
科
医
の
ア
ド
バ
イ
ス
。
多
様
な

個
人
を
満
た
す
社
会
は
あ
る
の
か
。﹁
生
・
死
・
お
金
﹂
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

深
海
探
検
の
た
め
に
潜
水
艦

オ
セ
ア
ノ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
科

学
チ
ー
ム
。
突
然
、
激
し
い
嵐

に
巻
き
込
ま
れ
、
コ
ー
ス
か
ら

何
千
キ
ロ
も
外
れ
て
漂
流
し
て

し
ま
い
、
そ
こ
か
ら
海
の
冒
険

が
始
ま
り
ま
す
。
ジ
ン
ベ
エ
ザ

メ
が
サ
ン
ゴ
の
上
を
優
雅
に
泳

ぎ
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
が
ク
マ

ノ
ミ
を
守
り
、
イ
ル
カ
や
サ
メ

は
水
中
を
旋
回
し
て
、
ウ
ミ
ガ

メ
は
か
く
れ
ん
ぼ
。
真
っ
暗
な

深
海
で
は
大
き
な
タ
コ
や
チ
ョ

ウ
チ
ン
ア
ン
コ
ウ
な
ど
が
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。

　

海
や
海
洋
生
物
に
つ
い
て
興

味
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
読
み
聞

か
せ
に
ぴ
っ
た
り
の
、
き
ら
め

く
海
面
か
ら
深
海
の
暗
闇
ま
で

を
美
し
い
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に

描
写
し
た
絵
本
。
ネ
オ
ン
ピ
ン

ク
や
メ
タ
リ
ッ
ク
シ
ル
バ
ー
な

ど
特
殊
な
イ
ン
ク
を
使
用
し
た

大
型
ボ
ー
ド
ブ
ッ
ク
。
ま
た
、

こ
の
絵
本
用
に
作
ら
れ
た
10
分

間
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
は
無

料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
ペ

ー
ジ
を
め
く
り
な
が
ら
、
ク
ジ

ラ
の
歌
声
や
氷
山
が
き
し
む

音
、
イ
ル
カ
に
よ
る
水
し
ぶ
き

や
波
の
音
を
聞
い
て
海
中
の
世

界
を
体
験
で
き
る
。
︵
高
田
︶

深
海
を
音
楽
と
と
も
に
探
検
す
る
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２
０
２
１
年
に
日
本
で
誕
生

し
、
今
や
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー

や
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
選
手
な

ど
多
数
の
ア
ス
リ
ー
ト
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
主
婦
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
ま
で
自
身
の
能
力
を
高
め

る
脳
神
経
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ソ

ッ
ド
﹁
Ｗ
Ｉ
Ｎ
メ
デ
ィ
テ
ー
シ

ョ
ン
﹂
を
考
案
し
た
。
1
回
5

分
、
思
い
立
っ
た
時
に
で
き
る

の
が
特
徴
で
、
一
流
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
に
支
持
さ
れ
て
い
る
理

由
に
つ
い
て
、
兼
下
さ
ん
は
こ

う
語
る
。﹁
脳
神
経
に
有
効
で
あ

る
と
実
証
さ
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
の

あ
る
手
法
の
み
採
用
し
て
お
り
、

脳
を
鍛
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
Ｗ

Ｉ
Ｎ
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
脳
の

前
頭
前
野
を
活
性
化
さ
せ
、
大
脳

辺
縁
系
の
活
動
を
抑
制
。
ま
た
海

馬
の
密
度
も
高
ま
り
ま
す
﹂
と
。
　
　

恒
常
性
ホ
ル
モ
ン
、
ホ
メ
オ
ス
タ

シ
ス
の
作
用
を
瞑
想
に
よ
り
底
上

げ
す
る
こ
と
で
、
自
己
実
現
の
可

能
性
を
高
め
る
こ
と
に
着
目
し
た

メ
ソ
ッ
ド
だ
。
同
ホ
ル
モ
ン
は
、

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
に
も
脳
ト
レ
瞑
想
を
指
導

人
間
が
、
身
体
の
外
か
ら
受
け

る
環
境
や
内
部
の
変
化
に
か
か

わ
ら
ず
、
身
体
の
体
温
・
血
糖
・

免
疫
状
態
を
一
定
に
保
つ
働
き

を
す
る
。 

優
れ
た
ア
ス
リ
ー

ト
が
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
い
う
手
法
で
自
己
実
現
と
成

功
を
導
く
と
い
っ
た
話
を
よ
く

耳
に
す
る
が
、﹁
実
際
に
自
分

の
求
め
る
目
標
以
上
の
、
到
底

達
成
で
き
な
い
よ
う
な
不
可
能

に
近
い
高
い
目
標
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
自
分
の

脳
を
錯
覚
さ
せ
て
、
ホ
メ
オ
ス

タ
シ
ス
の
作
用
を
目
標
に
近
い

自
分
の
姿
の
方
に
シ
フ
ト
さ

せ
、
集
中
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
ん
で
す
﹂と
説
明
す
る
。

　
兼
下
さ
ん
は
19
歳
の
時
に
日

本
テ
レ
ビ
系
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

番
組
﹃
歌
ス
タ
﹄
に
合
格
し
ソ

ロ
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
吉
本

興
業
に
所
属
し
、
2
枚
の
シ
ン

グ
ル
を
発
売
。
Ｔ
Ｖ
タ
イ
ア
ッ

プ
や
Ｃ
Ｍ
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
出

演
を
数
万
件
以
上
経
験
し
た
。
　

　
自
身
の
メ
ン
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
一
環
と
し
て
10
年
以

上
、
日
課
と
し
て
ヨ
ガ
に
取
り

組
む
中
で
、 

更
に
学
び
を
深
め

た
い
と
２
０
１
６
年
渡
米
。
Ｎ

Ｙ
で
﹃
ゼ
ロ
ト
レ
﹄
考
案
者
の

石
村
友
見
氏
に
師
事
し
、
全
米

ヨ
ガ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
講
師
資

格
を
取
得
。
帰
国
後
、
講
師
の

育
成
や
ア
ス
リ
ー
ト
メ
ン
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
を
日
本
だ
け
に
留
ま

ら
ず
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
も
行
う
な
ど
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
Ｕ
Ｐ
に
特
化
し
た
メ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
メ
ソ
ッ
ド
提
供
に

励
ん
で
い
る
。
今
月
５
日
、
Ｎ

Ｙ
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
開
催
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
可
能
で
Ｎ
Ｙ
か
ら
も
受
講

で
き
、
来
年
５
月
に
本
格
的
に

Ｎ
Ｙ
上
陸
を
計
画
中
だ
。

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
撮
影
・

根
尾
ゆ
う
き
︶

　　
ア
マ
テ
ラ
ス
︵
天
照
大
神
︶

が
岩
戸
に
お
隠
れ
に
な
り
天
地

は
真
っ
暗
闇
に
な
っ
た
と
い
う

の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
や

ま
と
こ
く
︵
邪
馬
台
国
︶
の
女

王
・
ヒ
ミ
コ
︵
卑
弥
呼
︶
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
、
そ
の
後
継

者
で
あ
る
イ
ヨ
︵
壱
与
︶
に
代

替
わ
り
し
た
と
さ
れ
る
説
に
信

ぴ
ょ
う
性
が
あ
り
そ
う
だ
。
そ

れ
は
さ
て
お
き
、
神
話
で
そ
の

場
面
に
登
場
す
る
、
イ
シ
コ
リ

ド
メ
︵
鏡
作
氏
︶
、
フ
ト
ダ
マ
︵
忌

部
氏
︶
、
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
︵
中
臣
・

藤
原
氏
︶
は
日
本
の
歴
史
上

錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
だ
。
一
方

で
、
見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
は

ア
マ
テ
ラ
ス
を
岩
戸
か
ら
誘
い

だ
す
の
に
重
要
な
役
割
を
し
た

天
津
神
で
あ
る
フ
ト
ダ
マ
と
ヒ

リ
ト
メ
を
父
母
に
も
つ
謎
多
き

芸
能
と
神
事
の
女
神
ア
メ
ノ
ウ

ズ
メ
︵
天
宇
受
売
命
・
天
鈿
女

命
︶
で
、
一
柱
の
神
と
し
て
鎮

座
す
る
の
は
長
野
県
北
安
曇
郡

松
川
村
の
鈿
女
神
社
に
な
る
。

岩
戸
開
き
の
ウ
ズ
メ
の
様
子
に

つ
い
て
﹃
古
事
記
﹄
で
は
次
の

よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。﹁
槽

伏
︵
う
け
ふ
︶
せ
て
踏
み
轟
こ

し
、
胸
乳
を
露
わ
に
か
き
い
で

て
裳
緒
︵
も
ひ
も
︶
を
陰
︵
ほ

と
＝
女
陰
︶
に
押
し
垂
れ
き
。﹂

つ
ま
り
、 

ウ
ズ
メ
が
う
つ
ぶ
せ

に

し

た

槽

︵
う
け
　
特

殊
な
桶
︶
の

上
に
乗
り
、

背
を
そ
り
胸

乳
を
あ
ら
わ

に
し
裳
の
紐
を
女
陰
ま
で
押
し

た
れ
て
、
低
く
腰
を
落
し
て
足

を
踏
み
と
ど
ろ
か
し
︵﹃
日
本

書
紀
﹄で
は
千
草
を
巻
い
た
鉾
、

﹃
古
事
記
﹄で
は
笹
葉
を
振
り
︶、

力
強
く
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
動
作

で
踊
っ
て
八
百
万
の
神
々
を
大

笑
い
さ
せ
た
。
そ
の
﹁
笑
ひ
え

ら
ぐ
﹂
様
を
不
審
に
思
い
、
戸

を
少
し
開
け
た
ア
マ
テ
ラ
ス

に
﹁
あ
な
た
よ
り
尊
い
神
が
生

ま
れ
た
﹂
と
ウ
ズ
メ
が
言
う
や

い
な
や
タ
ジ
カ
ラ
オ
が
岩
戸
を

開
い
て
ア
マ
テ
ラ
ス
を
引
き
出

し
、
再
び
世
界
に
光
が
戻
っ
た

と
あ
る
。
ち
な
み
に
﹃
日
本
書

紀
﹄
も
似
た
記
述
で
あ
る
が
、

胸
乳
の
記
述
は
無
く
女
陰
に
つ

い
て
は
﹁
火
処
︵
ほ
と
こ
ろ
︶

焼
き
﹂
と
記
さ
れ
、
神
々
の
反

応
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
天
の

岩
戸
前
で
神
が
か
り
し
た
踊
り

で
ア
マ
テ
ラ
ス
の
関
心
を
ひ
い

て
な
お
会
話
を
交
わ
す
そ
の
姿

は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
︵
巫
女
︶
が

恍
惚
状
態
に
な
り
交
信
す
る
様

子
を
映
し
た
も
の
と
も
考
え
ら

れ
て
い
る
。
ウ
ズ
メ
と
い
う
名

前
に
つ
い
て
多
く
の
解
釈
が
あ

る
が
、
そ
の
﹁
ウ
ズ
﹂
と
は
神

事
の
際
に
頭
に
挿
す
枝
葉
や
花

を
意
味
す
る﹁
挿
頭︵
か
ざ
し
︶﹂

か
ら
き
て
い
る
と
い
う
説
が
あ

り
、
神
霊
を
招
き
宿
ら
せ
る
一

種
の
寄
り
代
の
機
能
を
持
つ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら

ウ
ズ
メ
と
は
﹁
神
事
に
お
け
る

特
別
な
役
割
を
す
る
髪
飾
り
を

挿
し
た
女
性
の
こ
と
﹂
と
い
わ

れ
る
。

　
さ
て
、ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
︵
株
︶

か
ら
天
宇
受
売
命
の
踊
る
姿
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
ペ
ン
ダ
ン
ト

舞
踏
︵B

U
T

O
U

︶
が
で
た
。

　

津

延

美

衣
︵
つ
の
べ

み
え
︶
＝
Ｎ

Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会

鑑
定
士
。
運
命
学
・
自
然
医

学
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文

化
等
の
知
識
を
生
か
し
、
健
康

で
楽
し
く
感
動
的
な
人
生
を
描

く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー

ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：

http//mijikan.blogspot.com/

（株）クロスフォーペン
ダント舞踏（BUTOU）

66

山
梨
と
宝
石
﹁
日
本
の
神
々
﹃
ア
メ

ノ
ウ
ズ
メ(

天
宇
受
売
命)

﹄
１
﹂
39

 NY生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

株式会社WINZONE 代表

　

兼下 真由子さん

https://www.win-zone.co.jp

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://mijikan.blogspot.com/
http://www.yamagatadental.net/
https://www.cosmeproud.com
http//mijikan.blogspot.com/
https://www.win-zone.co.jp
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
は
７
月

の
４
週
間
に
わ
た
り
、
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
な
か
で
も
、
子
ど
も

た
ち
に
大
人
気
な
の
が
校
外
学

習
で
あ
る
。
６
日
は
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
州
に
あ
る
マ
リ
タ
イ
ム
水

族
館
を
訪
ね
た
。
大
き
な
水
槽

の
な
か
で
泳
ぐ
魚
の
群
れ
の
向

こ
う
か
ら
威
風
堂
々
と
現
れ
る

サ
メ
。
別
の
水
槽
で
は
ゆ
っ
く

り
と
泳
い
だ
り
、
底
で
ぴ
く
り

と
も
動
か
ぬ
亀
た
ち
を
発
見
し

て
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

悠
々
と
浮
か
ぶ
ク
ラ
ゲ
の
水
槽

で
は
、
遊
泳
の
行
方
や
神
秘
的

と
も
言
え
る
そ
の
生
態
を
じ
っ

と
観
察
し
て
い
た
。
多
種
多
様

な
魚
や
動
物
た
ち
に
視
線
を
送

り
な
が
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の

お
目
当
て
は
エ
イ
が
泳
ぐ
ス
ペ

ー
ス
。
水
面
に
接
近
し
た
エ
イ

を
直
に
触
れ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
入
場

客
が
取
り
囲
む
こ
の
場
所
の
前

に
立
ち
、
そ
の
背
に
タ
ッ
チ
す

る
た
び
に
声
を
あ
げ
て
い
た
。

　

９

月

以

降

の

入

学
・

編

入
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

も

随

時

受

け

付

け

て

い

る
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
６
８
１
・
７
９
２
９
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

J
a

p
a

n
e

s
e

S
c

h
o

o
l@

ly
ceu

m
ken

n
edy

.org

ま

で
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施

水
族
館
を
見
学

宿
泊
キ
ャ
ン
プ
楽
し
い
！

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
︶で
は
、

第
41
回
目
と
な
る
育
英
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
︵
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ

ー

笠
間
将
平
︶
が
Ｎ
Ｊ
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
。

７
月
６
日
か
ら
一
泊
二
日
で

行
わ
れ
た
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
で

は
、
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
や
ボ
ー
テ

ィ
ン
グ
な
ど
大
自
然
の
中
で
思

い
っ
き
り
楽
し
め
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
た
く
さ
ん
汗
を
流
し

た
。
中
で
も
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
と
い
う
仲
間
と
一
緒
に
協

力
し
て
楽
し
む
も
の
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
よ
う
だ
。

夕
方
に
は
、
カ
レ
ー
づ
く
り

の
た
め
自
分
た
ち
で
野
菜
を
切

っ
た
り
、
炒
め
る
な
ど
、
ク
ラ

ス
ご
と
に
活
動
を
行
っ
た
。
真

っ
暗
に
な
っ
て
か
ら
は
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
、
歌

や
ゲ
ー
ム
や
音
楽
を
楽
し
み
、

キ
ャ
ン
プ
の
醍
醐
味
を
存
分
に

味
わ
っ
た
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

初
日
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
活
動
の
様
子
を
み
る

と
、
こ
の
２
週
間
で
友
達
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
が
わ
か
る
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
６
月
26

日
か
ら
前
期
３
週
間
、
後
期
２

週
間
の
計
５
週
間
、
７
月
下
旬

ま
で
幼
児
部
・
小
学
部
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
な
ど
複
数
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
展
開
さ
れ
毎
日
刺
激
的
で

楽
し
い
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。今

年
度
の
小
学
部
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
︵
小
学
部
デ
ィ
レ
ク
タ

ー

米
原
佑
樹
︶
は
、
前
後
期

を
通
じ
て
ほ
ぼ
満
員
の
約
70
人

の
児
童
が
参
加
し
、
大
い
に
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

手
作
り
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
や
藍

染
エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
楽
し
い
理

科
実
験
や
、
ク
ラ
ス
対
抗
で
大

い
に
盛
り
上
が
る
育
英
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、﹁
お
い
し
い
！
楽
し

い
！
日
本
の
世
界
へ
！
﹂
の
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
食
品

サ
ン
プ
ル
づ
く
り
に
三
色
団
子

づ
く
り
、
日
本
語
・
英
語
選
択

が
で
き
る
言
葉
の
時
間
、
日
本

式
の
指
導
法
で
行
わ
れ
る
水
泳

教
室
、
遠
足
や
宿
泊
キ
ャ
ン
プ

な
ど
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
ー
が
催
さ
れ
、
毎
日
子
ど
も

た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
溢
れ

て
い
る
。

７
月
13
日
、
14
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
縁
日
や
水
泳
発
表
会

な
ど
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
一

夏
で
大
き
く
成
長
し
た
姿
を
披

露
し
て
く
れ
そ
う
だ
。

後
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

7

月

17

日
︵

月

︶

か

ら

始

ま

る

が
、

若

干

名

の

空

き

が

あ

る

と

の

こ

と
。

申

し

込

み
や
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

学
園
事
務
局
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
西
１
０
３
丁

目
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英

学
園
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

︵
ガ
イ
ズ
ラ
ー
じ
ゅ
ん
子
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
︶
で
は
３
日
か
ら
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
始
ま
っ
た
。

日
本
の
夏
に
ち
な
ん
だ
週
ご
と

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
活
動
を
主

に
、
水
遊
び
に
水
泳
教
室
と
充

実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て

い
る
。
１
週
目
に
七
夕
に
向
け

て
笹
飾
り
を
製
作
し
た
子
ど
も

達
。
彦
星
と
織
姫
の
飾
り
の
ほ

か
、﹁
ダ
ン
ス
が
上
手
に
な
り

ま
す
よ
う
に
﹂﹁
ひ
ら
が
な
を

沢
山
覚
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
﹂

と
思
い
思
い
の
願
い
事
を
書
い

た
短
冊
を
笹
の
葉
に
飾
っ
た
。

裏
庭
で
は
水
鉄
砲
や
じ
ょ
う
ろ

を
使
い
水
遊
び
を
楽
し
む
楽
し

い
歓
声
が
毎
日
響
い
て
い
る
。　

　

参
加
対
象
は
３
歳
か
ら
小

学
生
ま
で
。
親
子
教
室
も
開

催
。
８
月
21
日
の
週
ま
で
開

催
、
申
し
込
み
は
週
単
位
で
可

能
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

frien
ds.n

y
iku

ei@
gm

ail.
com

︵
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

事
務
局
︶
ま
で
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ー
ト

フレンズアカデミー

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
mailto:friends.nyikuei@gmail.com
mailto:JapaneseSchool@lyceumkennedy.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
︵
川

﨑
淳
一
郎
校
長
、
児
童
生
徒
数

４
１
３
人
︶
の
中
高
等
部
は
１

日
、
生
徒
会
主
催
の
夏
祭
り
を

開
催
し
た
。
中
等
部
１
年
生
か

ら
高
等
部
２
年
生
ま
で
の
計
77

人
が
、
キ
ャ
ッ
チ
ザ
フ
ラ
ッ
グ

や
ス
イ
カ
割
り
を
楽
し
ん
だ
。

生
徒
会
メ
ン
バ
ー
は
こ
の
日
の

た
め
に
ル
ー
ル
決
め
、
準
備
、

当
日
の
審
判
、
進
行
な
ど
運
営

の
中
心
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
た
。
ス
イ
カ
割
り
で

は
、﹁
も
う
ち
ょ
っ
と
左
！
﹂﹁
も

っ
と
前
！
﹂
と
、
挑
戦
し
て
い

る
生
徒
に
多
く
の
声
援
や
ア
ド

バ
イ
ス
が
飛
び
交
い
、
賑
や
か

な
雰
囲
気
で
、
笑
い
溢
れ
る
夏

を
感
じ
る
ひ
と
時
を
過
ご
し

た
。
最
後
に
み
ん
な
で
美
味
し

く
ス
イ
カ
を
食
べ
、
大
盛
況
の

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

NY補習校W校

中等部で夏祭り

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校︵
根
路
銘
敢
校
長
︶

は
、
8
月
6
日
広
島
で
行
わ
れ

る
﹁
灯
ろ
う
流
し
﹂
の
灯
ろ
う

作
り
を
行
っ
た
。
今
年
で
5
回

目
の
参
加
と
な
る
が
、
過
去
最

高
１
０
０
近
く
の
灯
ろ
う
が
で

き
あ
が
っ
た
。
授
業
時
間
中
や

放
課
後
は
﹁
灯
ろ
う
作
り
ブ
ー

ス
﹂
を
開
設
し
、
児
童
、
生
徒

だ
け
で
な
く
、
保
護
者
も
こ
の

平
和
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
た
。力
強
く
書
か
れ
た﹁
平

和
﹂﹁
戦
争
反
対
﹂
と
い
う
文

字
を
は
じ
め
、
地
球
や
鳩
、
取

り
合
う
手
と
手
、
そ
れ
ぞ
れ
の

平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た

色
鮮
や
か
な
絵
な
ど
、
出
来
上

が
っ
た
灯
ろ
う
は
ど
れ
も
個
性

的
な
も
の
だ
っ
た
。
表
現
は
違

っ
て
も
願
い
は
一
つ
﹁
核
兵
器

の
な
い
平
和
な
世
界
﹂。
各
ク

ラ
ス
、
こ
の
灯
ろ
う
作
り
を
通

し
て
じ
っ
く
り
と
考
え
る
時
を

も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
年
5
月
に
は
広
島
で
Ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
世
界

中
の
首
脳
た
ち
が
集
結
し
た
。

戦
中
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
も
訪
れ
た
今
回
の

サ
ミ
ッ
ト
で
、
核
廃
絶
、
世
界

平
和
に
込
め
た
広
島
の
叫
び
が

世
界
中
に
少
し
で
も
届
い
た
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
原
爆
で

亡
く
な
っ
た
方
々
の
魂
や
い
ま

だ
当
時
の
記
憶
や
後
遺
症
に
苦

し
む
方
々
の
心
を
癒
し
つ
つ
、

色
と
り
ど
り
の
灯
ろ
う
が
広
島

平
和
公
園
内
を
流
れ
る
元
安
川

に
放
た
れ
る
。

　

今
後
も
灯
ろ
う
流
し
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
児
童
、
生
徒
た

ち
に
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
与
え
続
け
て
い
き
た
い
。

広
島
へ

灯
ろ
う

平
和
願
う
フィラデルフィア
日本語補習授業校

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

https://www.bozubrooklyn.com/
https://japaneseschool.org
http://shidogakuin.com
https://starchildny.com/
https://www.interschool-jp.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
小
山
書
道
教
室
高
１

村
上　

奈
々
香

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校
小
４

境
谷　

彩
羽

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

水
曜
書
写
ク
ラ
ブ
小
４

三
原　

理
恵

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
補
習
校
小
４

グ
リ
ベ
ル　

マ
ノ
ン

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
２

坂
倉　

仁
菜

ハワイ州ミリラニ

河上　裕子

tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
http://www.kodomony.org
https://www.kokinshodo.com/
tel:2122136069
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com


　

わ
た
し
は
、
グ
リ
ニ
ッ
チ

ア
ベ
ニ
ュ
ー
で
た
く
さ
ん
の

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
わ
た
し
が
は
っ
け
ん

し
た
こ
と
を
言
い
ま
す
。
わ

た
し
が
、
さ
い
し
ょ
に
行
っ

た
お
店
は
ス
マ
ー
ト
キ
ッ
ズ

ト
イ
ズ
で
す
。
そ
こ
に
は
、

た
く
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
が
あ

っ
た
り
、
ち
か
に
お
も
ち
ゃ

を
お
く
ば
し
ょ
が
あ
っ
た
り

し
ま
し
た
。
２
つ
目
は
、
ア

ッ
プ
ル
ス
ト
ア
に
行
き
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ

り
ま
し
た
。
て
ん
じ
ょ
う
も

す
ご
く
高
か
っ
た
で
す
。
３

つ
目
は
、
ダ
イ
ア
ン
ズ
ブ
ッ

ク
で
す
。
そ
こ
は
、
お
と
な

の
本
と
子
ど
も
の
本
が
わ
け

て
お
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
は
、
見
つ
け
た
ひ
み

つ
で
す
。
わ
た
し
は
、
た
く

さ
ん
の
人
が
た
く
さ
ん
の
お

店
に
い
た
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
み
ち
に
は
た
く
さ

ん
の
ベ
ン
チ
と
た
く
さ
ん
の

ご
み
ば
こ
が
あ
り
ま
し
た
。

お
店
の
人
は
み
ん
な
や
さ
し

い
か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の

人
が
お
店
に
く
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
、
た
く
さ

ん
の
も
の
が
う
っ
て
い
ま
し

た
。

　

町
の
近
く
に
、
ち
ゅ
う
し

ゃ
じ
ょ
う
と
え
き
が
あ
る
の

で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
町
に

く
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
て
ん
い
ん
さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し

た
。

　

た
く
さ
ん
の
ひ
み
つ
を
見

つ
け
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
　

  　
︵
滞
米
3
年
11
か
月
︶
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シ
ュ
ワ
っ
と
す
る
ラ
ム
ネ

が
一
番
似
合
う
夏
。
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
一
番
気
楽
で
い

ら
れ
る
こ
の
一
、
二
ヶ
月
は
最

高
だ
。
テ
ス
ト
や
宿
題
も
気

に
せ
ず
旅
行
に
行
き
楽
し
い

日
々
が
毎
日
続
く
。
コ
ロ
ナ

前
も
私
は
夏
に
な
っ
た
ら
毎

年
日
本
へ
旅
行
に
行
っ
て
い

た
。
小
学
生
だ
っ
た
私
は
毎

日
遊
ん
で
、
お
菓
子
を
食
べ
、

日
本
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
へ

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

悩
み
と
言
え
ば
漢
字
確
認
テ

ス
ト
の
勉
強
が
全
然
進
ん
で

い
な
く
て
母
に
見
つ
か
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
、
と
言
う
今

か
ら
思
え
ば
可
愛
い
悩
み
だ

っ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
三
年
間
日
本
へ
行
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

そ
の
三
年
間
の
間
で
何
が
変

わ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
久
し
ぶ

り
に
日
本
に
遊
び
に
行
っ
た

ら
印
象
が
変
わ
っ
た
。

　

日
本
に
行
く
時
は
い
つ
も

母
と
父
の
実
家
、
大
阪
と
北

海
道
に
行
っ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
前
は
一
ヶ
月
間
毎
日
の
よ

う
に
お
店
、
神
社
、
祭
り
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
文
化

や
生
活
と
触
れ
、
毎
日
が
と

て
も
充
実
し
て
い
た
。
年
に

一
度
し
か
会
え
な
い
祖
母
た

ち
と
も
旅
行
や
祭
り
な
ど
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
い

た
の
が
懐
か
し
い
。

　

し
か
し
今
年
は
、
祖
父
母

の
体
調
の
せ
い
も
あ
り
、
な

か
な
か
で
き
な
か
っ
た
家
の

掃
除
な
ど
も
手
伝
う
こ
と
に

な
っ
た
。
大
阪
の
実
家
は
だ

い
ぶ
大
き
い
た
め
お
宝
の
よ

う
な
も
の
が
色
々
と
家
の
中

に
た
く
さ
ん
眠
っ
て
い
た
。

一
日
中
仕
分
け
や
ゴ
ミ
捨
て

場
に
行
く
な
ど
家
族
み
ん
な

で
綺
麗
に
し
た
。
最
初
は
何

も
楽
し
く
な
い
し
、
せ
っ
か

く
日
本
に
い
る
の
に
ど
う
し

て
こ
ん
な
事
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
か
分
か
ら
な
か

っ
た
が
、
日
を
重
ね
て
ゆ
く

ご
と
に
私
た
ち
が
居
な
か
っ

た
ら
出
来
な
か
っ
た
仕
事
を

手
伝
え
て
嬉
し
く
思
え
た
。

祖
母
の
昔
の
手
鏡
な
ど
も
譲

っ
て
も
ら
い
、
会
話
も
た
く

さ
ん
で
き
て
全
然
苦
で
は
な

か
っ
た
と
思
う
。

　

コ
ロ
ナ
が
拡
大
し
て
三
年

ほ
ど
に
な
り
外
出
が
制
限
さ

れ
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
み

た
い
に
旅
行
が
で
き
な
い
の

は
し
ょ
う
が
な
い
。
自
分
は

元
気
で
も
祖
母
な
ど
に
は
コ

ロ
ナ
を
う
つ
し
た
く
な
い
か

ら
、
日
本
に
い
る
間
も
予
防

を
徹
底
し
、
尚
且
つ
楽
し
む

よ
う
心
が
け
て
い
た
。
し
か

し
今
年
は
大
き
な
こ
と
を
知

っ
た
。
今
ま
で
考
え
た
こ
と

が
な
か
っ
た
が
、
私
の
祖
父

母
は
歳
を
取
っ
て
い
て
、
前

み
た
い
に
体
力
が
も
た
な
く

な
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
一
年

に
一
度
会
う
ぐ
ら
い
だ
と
グ

ン
と
体
力
な
ど
が
落
ち
る
こ

　

私
は
四
年
前
、
オ
ペ
ア
さ

ん
が
沖
縄
出
身
だ
っ
た
事
も

あ
り
、
沖
縄
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
﹁
平
和
ツ
ア
ー
を
す

る
？
で
も
ま
だ
早
い
よ
ね
。
﹂

と
、
オ
ペ
ア
さ
ん
に
言
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
平
和
ツ
ア
ー

で
は
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
に
行

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
の
沖
縄
出
身
の
オ
ペ
ア
さ

ん
は
、
本
州
の
人
を
﹃
内
地

の
ひ
と
﹄
と
、
呼
ぶ
事
を
学

び
ま
し
た
。

　

ひ
め
ゆ
り
の
塔
は
、
そ
の

近
く
で
、
沖
縄
戦
の
間
、
た

く
さ
ん
の
女
子
学
生
、
男
子

学
生
が
死
ん
だ
事
で
、
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
沢
山
の
学
生

が
死
ん
だ
理
由
は
、
ア
メ
リ

カ
軍
が
攻
め
て
き
た
時
、
日

本
軍
か
ら
解
散
を
命
じ
ら
れ
、

戦
争
の
真
っ
只
中
で
、
守
ら

れ
な
い
ま
ま
、
逃
げ
る
だ
け

で
し
た
。
女
子
は
三
分
の
一
、

男
子
は
二
分
の
一
以
上
、
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
私
と

同
い
年
の
子
供
た
ち
も
、
沢

山
殺
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
沖
縄
戦
の
特
徴
は
、

一
般
住
民
の
犠
牲
者
、
死
亡

者
が
軍
の
死
亡
者
の
数
を
上

回
っ
て
る
事
で
す
。
沖
縄
県

民
の
死
者
数
は
十
二
万
人
。

そ
の
う
ち
九
万
人
が
一
般
住

民
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て

日
本
兵
と
ア
メ
リ
カ
兵
の
合

計
死
者
数
は
八
万
人
で
す
。

　

も
と
も
と
、
日
本
軍
は
、

ア
メ
リ
カ
軍
を
水
際
で
抑
え

る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、

配
属
さ
れ
た
中
で
最
も
強
力

だ
と
言
わ
れ
た
第
九
師
団
が
、

台
湾
に
移
動
す
る
こ
と
に
な

り
、
日
本
軍
の
戦
力
が
大
幅

に
弱
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

日
本
軍
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
を

沖
縄
に
足
止
め
さ
せ
る
戦
略

に
変
え
、
そ
の
た
め
、
沖
縄

は
内
地
の
人
を
守
る
た
め
に

使
わ
れ
た
事
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
般
住
民

が
沢
山
死
に
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
住
民
を
ひ
め
ゆ
り

学
徒
隊
に
入
れ
た
り
、
ゲ
リ

ラ
戦
争
を
さ
せ
る
こ
と
も
、

多
く
の
住
民
を
殺
す
こ
と
に

繋
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ア
メ
リ
カ
軍
に
捕
ま
る
よ
り

は
、
自
分
で
自
殺
す
る
よ
う

が
良
い
、
と
教
え
ら
れ
た
よ

う
で
し
た
。

　

去
年
の
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
侵
攻
で
、
住
民
を

こ
れ
だ
け
殺
す
よ
う
な
事
が

あ
っ
た
ら
、
今
の
世
の
中
は

黙
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
は
、
日
本
の
国
の
一
部

だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
日
本
軍

に
と
っ
て
は
捨
て
石
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
日
本
軍
に
守
っ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

逆
に
、
日
本
軍
は
沖
縄
の
住

民
を
巻
き
込
み
、
そ
れ
に
対

し
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
無
差

別
攻
撃
を
行
い
、
多
く
の
住

民
が
死
に
ま
し
た
。

　

私
は
、
そ
の
時
の
日
本
軍

の
沖
縄
に
対
す
る
扱
い
は
﹃
ク

ズ
﹄
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

オ
ペ
ア
さ
ん
が
本
土
の
人
を

﹃
内
地
の
ひ
と
﹄
と
、
呼
ぶ
よ

う
に
、
今
で
も
沖
縄
住
民
が

日
本
に
対
し
て
微
妙
な
気
持

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
。
そ
し
て
、
今
で
も
沖

縄
の
三
分
の
一
は
米
軍
の
基

地
で
す
。
沖
縄
は
悲
し
み
の

中
で
生
活
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
来
年
、
私
は
オ
ペ
ア

さ
ん
の
結
婚
式
で
沖
縄
に
行

く
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
平
和
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て
、
沖
縄
の
悲
し
み
、

苦
し
み
、
未
来
、
の
事
を
考

え
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
４
年
︶

 ﹁
沖
縄
戦
﹂

　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
本
　
凛

 ﹁
里
帰
り
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
咲
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ぼ
く
は
、
毎
日
家
族
と
一

緒
に
ア
パ
ー
ト
で
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
言

う
﹁
幸
せ
﹂
と
は
、
毎
日
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
ら
れ
て
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
便
利
な
も
の

に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
　

し
か
し
、
そ
ん
な
ぼ
く

と
は
全
く
ち
が
う
生
活
を
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
れ

は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々
で
す
。

　

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々
は
、

毎
日
び
く
び
く
し
な
が
ら
生

活
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
﹁
び

く
び
く
﹂
は
、﹁
明
日
が
な
い
﹂

や
、﹁
も
う
だ
め
だ
。﹂
と
い
う
、

人
生
の
絶
望
の
ふ
ち
か
ら
く

る
思
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
よ
う
な
思

い
を
し
な
が
ら
生
活
を
し
て

い
る
人
た
ち
を
﹁
ホ
ー
ム
レ

ス
の
人
た
ち
﹂
と
い
う
言
葉

で
表
わ
す
の
で
は
な
く
、﹁
絶

望
の
ふ
ち
か
ら
、
は
い
あ
が

ろ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
人

た
ち
﹂
と
い
う
ポ
ジ
デ
ィ
ブ

な
言
葉
で
表
わ
す
方
が
い
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
助

け
る
た
め
に
、
ぼ
く
に
何
が

で
き
る
の
か
？
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 　
　
　
　

 　
︵
滞
米
４
か
月
︶

 ﹁
絶
望
か
ら
の

　
　
　
　

明
日
﹂

　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
薗
　
悠
輝

と
が
な
い
が
三
年
ほ
ど
に
な

る
と
前
み
た
い
に
御
墓
参
り

等
に
行
く
の
も
困
難
に
な
っ

て
い
た
。
出
か
け
る
時
も
自

分
た
ち
だ
け
で
行
く
方
が
早

く
て
良
い
と
言
わ
れ
、
今
年

は
祖
父
母
と
は
ほ
と
ん
ど
一

緒
に
行
け
な
か
っ
た
。
い
つ

か
は
そ
う
な
る
と
分
か
っ
て

い
た
が
、
徐
々
に
と
言
う
よ

り
急
に
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
少
し
シ
ョ
ッ
ク
だ

っ
た
。
薬
や
医
者
に
し
っ
か

り
と
み
て
も
ら
う
手
続
き
な

ど
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、

複
雑
な
気
持
ち
が
わ
き
上
が

っ
て
き
た
。

　

想
像
し
て
い
た
夏
休
み
で

は
な
く
、
祖
父
母
の
看
病
な

ど
に
時
間
を
費
や
し
て
い
る

の
が
悲
し
か
っ
た
。
こ
れ
ま

で
一
度
も
考
え
も
し
な
か
っ

た
状
況
が
毎
週
の
よ
う
に
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
の
に
少
し

疲
れ
た
。
ま
だ
私
自
身
が
微

妙
な
年
頃
の
せ
い
で
情
報
が

少
な
く
、
病
院
に
行
っ
て
い

る
間
は
一
人
で
コ
ン
ビ
ニ
や

本
屋
さ
ん
を
回
っ
て
い
た
。

そ
の
間
は
不
安
が
あ
り
、
ど

う
し
て
も
楽
し
め
な
か
っ
た
。

で
も
今
祖
父
母
の
体
調
の
変

化
に
気
づ
い
て
治
療
で
き
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
う
。

　

色
々
心
配
な
こ
と
や
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
り
大
変
だ
っ
た

け
れ
ど
、
楽
し
い
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
っ
た
。
従
兄
弟
た

ち
と
函
館
の
小
さ
な
牧
場
で

ア
イ
ス
を
食
べ
た
り
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
に
行
き

進
撃
の
巨
人
や
コ
ナ
ン
の
ジ

ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
れ

た
り
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

　

で
も
今
年
の
日
本
に
い
た

期
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

毎
日
明
る
く
楽
し
い
日
ば
か

り
で
は
な
か
っ
た
と
感
じ
る
。

し
か
し
嫌
な
日
が
多
か
っ
た

の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は

な
い
。
大
変
だ
と
感
じ
た
日
々

は
無
駄
だ
っ
た
と
は
感
じ
ず
、

む
し
ろ
家
族
の
助
け
に
な
り
、

役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
て
良

か
っ
た
と
思
う
し
、
嬉
し
か

っ
た
と
も
思
う
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
旅

行
気
分
で
行
っ
て
い
た
こ
れ

ま
で
の
日
本
へ
の
﹁
旅
行
﹂
は
、

日
本
へ
の
﹁
里
帰
り
﹂
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

気
楽
で
毎
日
が
楽
し
い
旅
行

よ
り
、
も
っ
と
深
く
て
大
事

な
里
帰
り
。
大
切
な
こ
と
を

学
べ
た
新
し
い
夏
だ
っ
た
。

　
　

  　
︵
滞
米
14
年
11
か
月
︶

 ﹁
ひ
み
つ
が
た
く
さ
ん

グ
リ
ニ
ッ
ジ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
あ
い
子

mailto:kazenowabg@gmail.com
http://www.newjersryjapaneseschool.org
https://satoricollegeplanning.com/
https://jp.lyceumkennedy.org/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

地
下
鉄
ウ
エ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
ス
︵
Ｗ

4
︶
駅
か
ら
徒
歩
数
分
、
１
８
９
５

年
に
印
刷
所
と
し
て
建
て
ら
れ
た
ビ

ル
を
改
築
し
た
コ
ー
プ
︵C

o-op

︶
に

あ
る
大
き
な
ス
タ
ジ
オ
。
連
続
筒
形

天

井(B
arrel V

aulted C
eiling)

や
床
を
低
く
し
た
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム

︵Sunken Livingroom

︶
な
ど
戦

前
の
ビ
ル
の
特
徴
が
見
て
取
れ
る
。

　

広
さ
は
５
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
、

広
々
と
し
た
ス
タ
ジ
オ
で
、
フ
レ
ン
チ

ド
ア
な
ど
を
付
け
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

の
よ
う
に
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
現
在

は
障
子
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
ア
マ
ン
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
午
前

８
時
か
ら
深
夜
０
時
ま
で
常
駐
し
て
い

る
。親
が
子
供
の
た
め
に
買
う
こ
と
も
、

セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
と
し
て
買
う
こ
と
も

認
め
ら
れ
て
お
り
、
3
年
間
居
住
す
れ

ば
賃
貸
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

　

学
生
の
子
供
の
た
め
に
購
入
し
卒
業

後
賃
貸
に
出
す
と
い
う
こ
と
も
可
能
。

C
o-op

で
は
あ
る
が
比
較
的
規
制
が
緩

い
ビ
ル
。
Ｗ
4
駅
か
ら
数
分
、
ま
た
地

下
鉄
１
ラ
イ
ン
の
シ
ェ
ル
ダ
ン
広
場
か

ら
も
3
ブ
ロ
ッ
ク
の
ベ
ス
ト
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
。
Ｎ
Ｙ
大
学
、ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
、

ワ
シ
ン
ト
ン
広
場
に
近
く
、
地
域
に
は

レ
ス
ト
ラ
ン
の
数
も
多
い
。
こ
の
よ
う

な
個
性
的
な
物
件
は
口
コ
ミ
が
多
く
、

あ
ま
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
出
て
こ
な
い

と
い
う
。
価
格
は
55
万
ド
ル
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

９
１
７
・
５
４
９
・
５
１
５
７
、

Ｅ
メ
ー
ル　

m
iyuki3533@

gm
ail.

com
 

大
島
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
ユ
ピ
ア
・
プ
ロ
パ
テ
ィ

ー
ズ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
︶

戦前の個性的な
室内の大型
ワンルーム

NY ウエストビレッジ

　

米
国
は
６
月
か
ら
11
月
が
ハ

リ
ケ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、

温
暖
化
な
ど
に
よ
る
異
常
気
象

の
影
響
で
豪
雨
に
よ
る
被
害
が

増
え
て
い
ま
す
。
２
０
２
１

年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
ア
イ
ー

ダ
︵H

u
rric

a
n

e
 Id

a

︶

の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
Ｎ

Ｙ
州
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

郡
で
は
賃
貸
家
主
に
洪
水
履

歴
開
示
書
︵Flood H

istory 
D

isclosure Form

︶
の
提
示

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
開
示
書
に
は
物
件

が
特
定
洪
水
危
険
地
域
に
含
ま

れ
る
か
ど
う
か
、
過
去
10
年
間

の
洪
水
被
害
状
況
及
び
対
応
さ

れ
た
解
決
策
や
設
備
な
ど
が
記

載
さ
れ
ま
す
。

　

洪
水
履
歴
開
示
書
が
将
来
の

洪
水
や
浸
水
の
可
能
性
を
特
定

し
た
り
保
証
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
借
り
手
に
と
っ

て
注
意
喚
起
に
な
る
こ
と
は
確

か
で
す
。
開
示
書
に
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
浸
水
被
害
が
記
載
さ
れ

て
い
れ
ば
、
豪
雨
警
報
が
出
た

時
の
対
応
策
を
家
主
に
確
認
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。
浸
水
が

想
定
さ
れ
る
場
所
の
床
に
は
物

を
直
置
き
し
な
い
の
が
無
難
で

す
し
、
戸
建
て
は
ガ
レ
ー
ジ
前

や
物
件
周
り
の
排
水
口
・
排
水

溝
に
落
ち
葉
や
ゴ
ミ
が
溜
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
流

れ
が
悪
け
れ
ば
家
主
に
相
談
す

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

を
含
め
、
記
載
の
事
実
を
ど
う

判
断
す
る
か
は
不
動
産
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
や
保
険
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

致
し
ま
す
。

　

な
お
、
Ｎ
Ｙ
州
で
は
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
以
外
の
地
域

で
も
賃
貸
契
約
時
に
物
件
の
洪

水
履
歴
開
示
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。
物
件
を
選
ぶ
際
に
懸
念

が
あ
れ
ば
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を

通
し
て
確
認
さ
れ
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

　

す
で
に
お
住
ま
い
の
方
も
、

物
件
に
自
然
災
害
の
可
能
性
が

な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

最
低
限
の
防
災
用
品
を
揃
え
て

お
く
こ
と
は
大
事
で
す
し
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、

今
一
度
、
お
住
ま
い
と
そ
の
周

辺
の
環
境
を
確
認
し
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

︵
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
　
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
オ
フ
ィ
ス
／
中

村
紘
子
︶

Ｎ
Ｙ
州
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
の
賃
貸

洪
水
履
歴
開
示
書
に
つ
い
て

週刊 NY 生活
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
 “AASP スキル”のまとめと
スピーチ・プレゼンテーション（5）

　

前
回
ま
で
は 

聴
衆
の
前
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ピ

ー
チ
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
イ

ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
研
究

結
果
ま
で
を
効
果
的
に
発
表
す

る
方
法
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
米
国
独
特
の
ユ
ー
モ

ア
を
使
い
、
笑
い
を
取
っ
て
和

ま
せ
た
り
、
逆
に
ト
ピ
ッ
ク
に

関
係
し
た
質
問
を
投
げ
か
け
て

聴
衆
の
関
心
を
集
め
た
り
し

て
、
い
か
に
彼
ら
を
最
初
か
ら

自
分
の
話
に
引
き
込
む
か
と
い

う
秘
訣
な
ど
も
お
話
し
し
ま
し

た
。
今
回
は
最
後
の
コ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
詳
し
く
見

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
は
、
こ

れ
ま
で
に
話
し
た
重
要
な
内
容

を
ま
と
め
、
終
わ
り
の
言
葉
を

追
加
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
﹁
閉
じ
る
﹂
た
め
の
も
の

で
す
。
ま
ず
ま
と
め
と
し
て
は
、

﹁
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
○
○
を
調
査
し
た
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
﹂
と
改
め
て
研

究
の
テ
ー
マ
を
復
唱
し
、
ま
た

発
見
な
ど
の
結
果
を
簡
潔
に
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
短
く
﹁
復
習
﹂

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら

が
意
味
す
る
こ
と
は
何
か
、
こ

れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
実
際
に
社

会
に
生
か
し
て
い
く
か
、
ど
う

い
っ
た
提
案
が
で
き
る
か
、
な

ど
の
﹁
フ
ァ
イ
ナ
ル 

・
コ
メ

ン
ト
﹂
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
簡

単
に
述
べ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
最
後
に
は
、
こ
の
研
究
発
表

に
続
く
べ
き
次
な
る 

研
究
テ

ー
マ
の
可
能
性
や
必
要
性
な
ど

に
も
言
及
し
て
お
く
と
良
い
で

し
ょ
う
。

　

さ
て
、
こ
れ
で
効
果
的
な
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ピ
ー

チ
の
構
成
、
話
し
方
な
ど
を
通

し
で
お
伝
え
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
発
表
当
日
に

な
る
と
か
な
り
緊
張
し
て
、
話

し
て
い
る
途
中
に
頭
が
真
っ
白

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
私
自
身
も
そ
う
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
発
表
時
に
自

分
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
の
方

法
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
例
え
れ

ば
、
試
合
前
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

や
願
掛
け
の
よ
う
な
事
柄
を
決

め
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
当
日

実
際
の
会
場
や
教
室
で
リ
ハ
ー

サ
ル
が
で
き
る
時
間
が
あ
る
よ

う
な
ら
ぜ
ひ
や
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
本
番
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
て
み
る

と
、
か
な
り
余
裕
が
持
て
る
の

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
質
疑

応
答
な
ど
の
準
備
と
し
て
聴
衆

か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
る
可
能
性

の
あ
る
質
問
を
想
定
し
、
そ
れ

ら
に
対
す
る
答
え
を
あ
る
程
度

用
意
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
実
際
は
全
く
予
想

し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
質
問

が
出
る
こ
と
も
あ
り
、
ど
う
返

答
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
困
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

何
か
咄
嗟
に
考
え
て
応
答
が
で

き
れ
ば
良
い
で
す
が
、
も
し

本
当
に
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

沈
黙
を
続
け
た
り
、”Sorry, 

I have no idea.”

︵
す
み
ま

せ
ん
、
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。︶

と
応
え
る
の
は
避
け
ま
し
ょ

う
。
こ
こ
で
の
便
利
な
応
え
方

と
し
て
、
例
え
ば  “

T
hat's 

a v
ery

 good qu
estion

. 
L

et m
e look in

to th
at 

point, but I w
ould like 

to know
 w

hat you guys 
think about it.”

︵
そ
れ
は

と
て
も
良
い
質
問
で
す
ね
。
そ

の
点
に
つ
い
て
も
っ
と
調
べ
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

は
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？
︶
と
返
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
こ
れ
は
相
手
側
に
同
じ

質
問
を
投
げ
返
し
て
、
聴
衆
の

間
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

促
し
な
が
ら
、
実
は
う
ま
く
質

問
を
か
わ
す
と
い
う
や
り
方
で

す
。
こ
う
い
っ
た
実
践
的
方
法

を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
次

回
か
ら
は
最
後
の
章
と
し
て
シ

リ
ー
ズ
の
要
点
を
ま
と
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

こ
れ
は
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ

い
て
ど
う
脳
を
活
性
化
さ
せ
る

か
、
ま
た
ど
う
す
れ
ば
精
神
的

に
落
ち
着
い
て
自
信
を
保
て
る

か
を
考
え
て
、
自
分
な
り
の
方

法
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
今

ま
で
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
中
で

印
象
に
残
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で

は
、
当
日
の
朝
は
必
ず
濃
い
め

の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
少
し
運

動
を
し
、
発
表
の
１
時
間
ぐ
ら

い
前
に
カ
カ
オ
成
分
の
高
い
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
、
ま
た
ラ

ベ
ン
ダ
ー
な
ど
気
持
ち
を
リ
ラ

ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
の
あ
る
オ

イ
ル
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
染
み
込

ま
せ
て
襟
元
に
隠
す
、
な
ど
と

い
っ
た
事
柄
を
実
行
し
て
い
る

人
が
い
ま
し
た
。
し
か
し
一
番

の
緊
張
し
な
い
方
法
は
、
や
は

り
何
度
も
練
習
を
繰
り
返
し
て

全
て
が
頭
の
中
に
入
り
﹁
大
丈

夫
だ
﹂
と
い
う
自
信
が
つ
く
レ

ベ
ル
ま
で
に
自
分
を
持
っ
て
い

盆踊り平和祭
キングストンで８月６日に開催

昨
年
の
盆
踊
り
平
和
祭
に
て
民
舞
座

核兵器と原発のない未来を目指して

Ｎ
Ｙ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
内
で
清
掃
活
動
実
施

日
系
企
業
社
員
も
貢
献

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
日
系

団
体﹁
Ｎ
Ｙ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂

︵N
Y

dV

、
北
川
静
子
代
表
︶

は
15
日
︵
土
︶
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
市
内
２
か
所
で
市
の

公
園
局
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

局
が
主
催
す
る
﹁
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
・
オ
ブ
・

Ｎ
Ｙ
Ｃ
﹂
に
協
力
し
た
清
掃
活

動
を
行
う
。

　

会
場
は
コ
ン
ス
タ
ン
ス
・
ベ

ー
カ
ー
・
モ
ト
レ
ー
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
︵
東
54

丁
目
３
４
８
番
地
︶
と
ガ
ー
ト

ル
ー
ド
・
エ
ル
ダ
リ
ー
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
︵
西

60
丁
目
２
３
１
番
地
︶。
当
日

は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
社
員
な
ど

日
系
企
業
職
員
や
そ
の
家
族
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ニ
ュ
ー
オ
リ

ン
ズ
、
ホ
ノ
ル
ル
な
ど
か
ら
も

参
加
す
る
。N

Y
dV

で
は
﹁
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
Ｎ

Ｙ
、
ア
メ
リ
カ
に
在
住
す
る
日

本
人
社
会
の
強
化
を
す
る
こ

と
、
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
る
﹂
と
話
す
。
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.nydv.
org

　

核
兵
器
と
原
発
の
な
い
未
来

を
目
指
し
て﹁
盆
踊
り
平
和
祭
﹂

が
８
月
６
日
︵
日
︶
午
後12

時
か
ら
８
時
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
キ
ン
グ
ス
ト
ン
に
あ
る
キ
ン

グ
ス
ト
ン
・
ポ
イ
ン
ト
・
パ

ー
ク
︵53 D

elaw
are A

ve, 
K

ingston, N
Y

 12401

︶
で

開
催
さ
れ
る
。
入
場
は
無
料
。

　

盆

踊

り

平

和

祭

は
、

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
で
の
福
島
第
一
原
発
事
故

を
き
っ
か
け
に
、
キ
ン
グ
ス
ト

ン
で
ラ
ー
メ
ン
店﹁
ラ
ー
メ
ン
・

タ
バ
ー
ン
﹂
を
営
む
山
本
容
子

さ
ん
と
夫
の
大
下
寿
馬
さ
ん
が

中
心
と
な
り
行
っ
て
い
る
も
の

で
、今
年
で
13
回
目
を
迎
え
る
。

　

正
午
に
開
始
さ
れ
、
今
年
の

ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
ピ
ー
ス
・
ア

ク
シ
ョ
ン
の
Ｎ
Ｙ
州
代
表
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
和
太
鼓

の
バ
ー
リ
ン
ト
ン
太
鼓
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
ス
ピ

リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
サ
ン
ダ
ー
ハ

ー
ト
、
ア
フ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン

の
エ
ナ
ジ
ー
・
ダ
ン
ス
や
地
元

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
多
彩
な
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
。
会

場
に
は
国
際
色
豊
か
な
飲
食
の

屋
台
の
ほ
か
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
自
然
保
護
な
ど
に
つ
い
て

の
ブ
ー
ス
が
出
る
。

　

午
後
６
時
か
ら
は
民
舞
座
と

バ
ー
リ
ン
ト
ン
太
鼓
の
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
・
パ
ト
ン
が
音
頭
を
取

っ
て
、
参
加
者
全
員
で
盆
踊
り

を
踊
る
。
祭
り
の
最
後
に
は
、

広
島
、
長
崎
、
福
島
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
な
ど
世
界
各
地
で
起

き
た
放
射
能
災
害
の
犠
牲
者
に

祈
り
を
捧
げ
る
特
別
儀
式
が
僧

侶
の
中
垣
顕
實
師
に
よ
っ
て
執

り
行
わ
れ
、
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い

の
ル
ミ
ナ
リ
エ
に
明
か
り
が
灯

さ
れ
る
。

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.b

on
od

ori.org

あ

る
い
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

w
w

w
.faceb

o
o

k
.co

m
/

B
onO

doriK
ingston

。

問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ル

b
on

od
orim

ail@
g

m
ail.

com

ま
で
。

http://kiku-ny.com
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
https://www.roomstyle.design/
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
mailto:info@tsutech.com
http://www.nykoshin.com
www.bonodori.org
www.facebook.com/BonOdoriKingston
mailto:bonodorimail@gmail.com
www.nydv.org


　

ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
先
月
か
ら

心
機
一
転
始
ま
り
ま
し
た
シ
ー

ズ
ン
⑤
、
初
回
は
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。
ル
ー
ト
66

で
﹁
今
﹂
実
際
に
何
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
？
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
て
時
事
的
な
話
題
を
ご
紹
介

し
て
い
く
シ
リ
ー
ズ
な
の
で
す

が
、
今
月
は
少
し
脱
線
し
て
、

つ
い
最
近
あ
っ
た
珍
道
中
の
話

を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
と
い
う

の
は
、
私
と
同
い
年
で
あ
る
Ｎ

Ｙ
在
住
の
友
人
、
音
楽
・
映
像

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
河
野
洋
氏

が
現
在
企
画
し
て
い
る
日
米
文

化
交
流
に
関
す
る
映
画
撮
影
用

の
下
見
に
同
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
企
画
の

詳
細
は
ネ
タ
バ
レ
し
た
ら
申
し

訳
な
い
の
で
こ
こ
で
は
語
り
ま

せ
ん
が
、
ル
ー
ト
66
の
映
像
を

ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
も

の
、
と
だ
け
言
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
こ
の
作
品
を
創
る
に
あ

た
っ
て
、
河
野
氏
は
ル
ー
ト
66

﹁
全
線
﹂
を
し
っ
か
り
見
て
ア

イ
デ
ア
を
構
築
す
る
こ
と
を
希

望
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
下
見

の
旅
は
何
回
か
に
分
散
し
ま
す

が
、
私
も
仕
事
を
し
て
い
る
た

め
そ
の
全
部
に
は
残
念
な
が
ら

お
付
き
合
い
で
き
ま
せ
ん
。
が
、

可
能
な
限
り
の
ア
シ
ス
ト
を
す

る
つ
も
り
で
今
回
イ
リ
ノ
イ
州

シ
カ
ゴ
か
ら
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ

ル
サ
ま
で
の
３
泊
４
日
を
共
に

旅
し
ま
し
た
。

　

私
の
フ
ラ
イ
ト
は
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
テ

ィ
か
ら
出
ま
す
が
、
驚
く
こ
と

は
そ
こ
か
ら
シ
カ
ゴ
へ
行
く
夜

行
便
が
殆
ど
無
い
こ
と
！
オ
レ

ン
ジ
カ
ウ
ン
テ
ィ
が
単
に
田
舎

な
の
か
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の

フ
ラ
イ
ト
地
図
が
大
き
く
変
わ

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
は
定
か
で

な
い
け
ど
、
と
に
か
く
一
番
遅

い
夕
方
６
時
半
出
発
で
、
デ
ン

バ
ー
経
由
の
シ
カ
ゴ
行
き
を
購

入
。
シ
カ
ゴ
到
着
時
間
は
夜
半

過
ぎ
に
な
る
け
ど
、
空
港
ま
で

迎
え
に
来
て
く
れ
る
と
い
う
河

野
氏
の
優
し
さ
に
感
謝
し
な
が

ら
空
港
へ
行
け
ば
﹁
あ
る
あ
る
﹂

の
大
遅
延
。
何
と
３
時
間
！
幸

運
に
も
？
乗
り
継
ぎ
の
フ
ラ
イ

ト
も
遅
延
し
て
い
た
の
で
途
中

で
頓
挫
す
る
こ
と
は
な
さ
そ
う

だ
っ
た
ん
だ
け
ど
。
こ
の
顛
末

を
詳
し
く
書
く
と
今
月
は
シ
カ

ゴ
に
着
い
た
だ
け
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
の
で
、
か
い
つ
ま
む

と
、
デ
ン
バ
ー
で
の
乗
継
は
深

夜
近
く
ま
で
待
た
さ
れ
た
に
も

拘
わ
ら
ず
悪
天
候
の
た
め
キ
ャ

ン
セ
ル
。
シ
カ
ゴ
行
き
の
次
に

乗
れ
る
便
は
何
と
19
時
間
後
の

翌
日
の
夜
だ
と
か
。﹁
な
ん
で

や
ね
ん
﹂
関
西
人
で
も
な
い
の

に
口
を
つ
い
て
出
た
悪
態
。
結

果
す
っ
た
も
ん
だ
の
交
渉
を
し

た
後
、
デ
ン
バ
ー
を
深
夜
過
ぎ

に
出
る
ミ
ズ
ー
リ
州
セ
ン
ト
ル

イ
ス
行
き
に
最
後
の
乗
客
と
し

て
滑
り
込
み
ま
し
た
。

　

セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
到
着
し
た

の
は
３
時
間
後
の
朝
４
時
過

ぎ
。
コ
ン
コ
ー
ス
、
開
い
て
い

る
の
は
ト
イ
レ
の
み
、
と
い
う

早
朝
感
バ
リ
バ
リ
の
中
、
灯
り

が
点
い
て
い
る
唯
一
の
お
店
を

前
方
30
メ
ー
ト
ル
に
発
見
！
ま

さ
に
砂
漠
の
中
で
オ
ア
シ
ス
を

見
つ
け
た
よ
う
な
感
じ
。そ
う
、

そ
れ
は
あ
の
﹁
ダ
ン
キ
ン
・
ド

ー
ナ
ツ
﹂。
す
ご
い
ぞ
、
ダ
ン

キ
ン
。
や
っ
ぱ
り
君
こ
そ
が
ス

タ
ー
だ
っ
！
と
い
う
勢
い
で
お

姉
さ
ん
に
ド
ー
ナ
ツ
と
コ
ー
ヒ

ー
を
注
文
。
本
当
に
美
味
し
い

ド
ー
ナ
ツ
で
し
た
。
あ
、
因
み

に
デ
ン
バ
ー
〜
セ
ン
ト
ル
イ
ス

間
の
３
時
間
、
ぐ
っ
す
り
寝
れ

た
よ
う
で
、
離
陸
を
憶
え
て
い

な
い
上
に
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
し
た

バ
ウ
ン
ド
で
目
覚
め
る
と
い
う

い
つ
も
の
熟
睡
ぶ
り
。
私
の
中

で
わ
ず
か
５
分
程
度
の
フ
ラ
イ

ト
で
し
た
。こ
こ
で
一
つ
教
訓
。

国
内
旅
行
は
可
能
で
あ
れ
ば
手

荷
物
の
み
、
預
け
は
無
し
が
最

善
と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
も
し
荷
物
を
預
け
て
い
た

ら
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
飛
ん
だ
時

点
で
荷
物
は
１
２
０
％
や
っ
て

き
ま
せ
ん
。
今
回
荷
物
を
極
力

少
な
く
し
て
正
解
で
し
た
。

　

さ
て
、
午
後
２
時
す
ぎ
に
な

っ
て
よ
う
や
く
河
野
氏
と
セ
ン

ト
ル
イ
ス
で
再
会
。
申
し
訳
な

い
な
か
シ
カ
ゴ
〜
セ
ン
ト
ル
イ

ス
間
を
一
気
に
独
り
で
爆
走
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
初
の

訪
問
地
は
、
ミ
ズ
ー
リ
州
キ
ュ

ー
バ
の
ワ
ゴ
ン
ウ
ィ
ー
ル
・
モ

ー
テ
ル
。
オ
ー
ナ
ー
の
コ
ニ
ー

さ
ん
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
。
ル

ー
ト
66
上
で
最
も
古
い
モ
ー
テ

ル
の
一
つ
、
開
業
は
１
９
３
６

年
で
す
。
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
で

オ
ザ
ー
ク
の
石
造
り
の
コ
テ
ー

ジ
風
モ
ー
テ
ル
は
河
野
氏
の
眼

に
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。そ
の
後
は
デ
ビ
ル
ス
・

エ
ル
ボ
ー
橋
、
ガ
ス
コ
ナ
ー
デ

橋
を
見
学
し
、
宿
泊
地
で
あ
る

レ
バ
ノ
ン
に
到
着
。
２
人
に
と

っ
て
と
て
つ
も
な
く
長
い
１
日

が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
６
時
過
ぎ
に
は
起
き

て
行
動
開
始
。
晴
れ
男
２
人
の

パ
ワ
ー
は
凄
ま
じ
く
、
朝
か
ら

お
日
様
ギ
ラ
ギ
ラ
の
快
晴
な

り
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
バ
ー
グ
に

立
ち
寄
っ
て
﹁
ル
ー
ト
66
生
誕

の
地
﹂
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル

ド
の
街
に
到
着
で
す
。
そ
ろ
そ

ろ
気
付
か
れ
た
読
者
さ
ん
も
居

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
は
停
泊
限
定
で
撮
影
と
し

て
利
用
で
き
そ
う
な
場
所
の
み

を
ご
案
内
。
我
々
の
ゴ
ー
ル
は

３
日
後
に
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ
ル

サ
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
。
さ
て
生
誕
の
地
の
ゆ
か

り
で
す
が
、
時
は
１
９
２
６
年

４
月
30
日
、
こ
の
地
よ
り
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
向
け
て
送
ら
れ

た
電
報
に
よ
っ
て
ル
ー
ト
66
が

誕
生
し
た
こ
と
は
も
う
ご
存
知

で
す
よ
ね
。
今
年
の
生
誕
祭
は

８
月
10
日
〜
12
日
で
す
。
ま
だ

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
の
で
是

非
！

　

そ
の
後
は
ホ
ー
ル
タ
ウ
ン
、

ゲ
イ
パ
リ
タ
・
ガ
ス
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
ス
ぺ
ン
サ
ー
の
ガ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
跡
、
カ
ー
セ
イ
ジ

を
訪
問
し
、
カ
ン
ザ
ス
・
ル
ー

ト
66
へ
突
入
。
ガ
レ
ナ
の
街
、

レ
イ
ン
ボ
ー
橋
を
見
学
し
、
い

つ
も
の
ス
コ
ッ
ト
の
お
店
で
ロ

ー
ス
ト
ビ
ー
フ
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
を
堪
能
し
ま
し
た
。
ス
コ
ッ

ト
も
元
気
そ
う
で
﹁
染
め
る
の

や
め
た
ん
だ
﹂
と
綺
麗
な
白
髪

に
な
っ
て
い
て
在
り
し
日
の
お

父
様
に
だ
ん
だ
ん
似
て
き
ま
し

た
。

　

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
に
入
っ
て
今

度
は
マ
イ
ア
マ
ー
、
コ
マ
ー
ス

を
訪
問
し
、
タ
ル
サ
郊
外
の
カ

ト
ゥ
ー
サ
に
夕
方
に
到
着
、
明

日
の
タ
ル
サ
に
間
に
合
い
ま
し

た
。
さ
て
カ
ト
ゥ
ー
サ
と
言
え

ば
懸
命
な
ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の

あ
な
た
で
あ
れ
ば
も
う
わ
か
り

ま
す
よ
ね
？
そ
う
青
い
ク
ジ
ラ

さ
ん
﹁
ブ
ル
ー
ホ
エ
ー
ル
﹂
で

す
！
河
野
氏
が
こ
れ
に
興
味
を

示
す
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
時
間
に
間
に
合

っ
た
の
で
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

が
、
な
、
何
と
！
か
な
り
興
味

深
く
﹁
テ
ン
シ
ョ
ン
爆
上
が

り
﹂
と
い
う
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。︵
笑
︶
こ
の
海
に
接
し

て
い
な
い
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
に
大

き
な
湖
を
掘
り
そ
こ
に
ク
ジ
ラ

を
造
っ
て
し
ま
う
と
い
う
感
性

に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

時
に
１
９
７
２
年
、
敷
地
の
オ

ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
故
ヒ
ュ
ー
・

デ
イ
ビ
ス
氏
が
奥
様
ぜ
ル
タ
さ

ん
に
34
回
目
の
結
婚
記
念
日
の

贈
り
物
と
し
て
造
っ
た
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド
の
想
い
は
し
っ
か
り

河
野
氏
に
も
伝
わ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
う
そ
う
、
余
談
で
す
が

こ
の
新
聞
を
作
っ
て
い
る
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
の
久
松
社
長
も
こ
の

ブ
ル
ー
ホ
エ
ー
ル
に
１
回
行
っ

て
み
た
い
と
語
っ
て
ま
し
た
。

見
え
な
い
パ
ワ
ー
に
溢
れ
た
必

見
ス
ポ
ッ
ト
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。︵
笑
︶

　

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
駆
け
足

で
何
と
か
タ
ル
サ
に
着
き
ま
し

た
。
タ
ル
サ
市
内
は
見
ど
こ
ろ

の
宝
。
百
周
年
記
念
公
園
、
バ

ッ
ク
ア
ト
ム
ズ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ド
リ
ラ
ー
等
を
見
学
し
な
が

ら
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
中
の
Ａ
Ａ
Ａ
主
催
の
ル
ー
ト

66
フ
ェ
ス
ト
に
参
加
。
多
く
の

ル
ー
ト
66
の
友
人
・
知
人
と
一

気
に
会
う
こ
と
が
で
き
、
河
野

氏
に
は
有
益
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
紹
介
す
る
こ
と
も
で
き
、
文

字
通
り
﹁
終
わ
り
良
け
れ
ば
総

て
良
し
﹂
を
地
で
行
く
旅
で
し

た
。

　

さ
て
、
ど
ん
な
映
像
に
な
る

の
か
？
撮
影
は
９
月
中
旬
、
ク

ラ
ン
ク
イ
ン
で
す
！
そ
れ
で
は

ま
た
来
月
お
目
に
か
か
り
ま

す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶
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最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
２

：

番
外
編　

友
人
と
映
画
の
ロ
ケ
ハ
ン
珍
道
中

　

５
月
23
、
24
日
に
、
富
山

県
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
フ
ァ
ム
ツ
ア

ー
︵
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
と
も

言
う
︶
はFam

iliarization

か
ら
き
て
お
り
、
海
外
の
旅

行
関
係
者
や
旅
行
メ
デ
ィ
ア
、

人
気
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
な

ど
を
日
本
へ
招
待
し
た
上
で

実
施
す
る
視
察
ツ
ア
ー
の
こ

と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
の
一
つ
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
昨
今
は
、

在
日
ラ
イ
タ
ー
︵
メ
デ
ィ
ア
︶

や
在
日
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

を
活
用
し
た
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
今
回
は
富
山
県
が

企

画

し

たM
IC

E

ア

ン

バ

サ
ダ
ー
を
対
象
と
す
る
フ
ァ

ム
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。M

IC
E

と

は
、M

eeting

、Incentive 
T

rav
el

、C
on

v
en

tion

、

E
x

h
ib

ition
/E

v
en

t

の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、

JN
T

O

︵
日
本
政
府
観
光
局
︶

がM
IC

E

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
登

録
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

私
を
含
め
7
人
の
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
が
参
加
し
、
1
泊
2
日

の
行
程
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
市
ま
で
の
往
復
を
含
む

交
通
費
、
宿
泊
費
、
飲
食
費
、

体
験
費
等
含
め
、
す
べ
て
無

料
で
す
。

　

ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
ま
ず

富
山
駅
に
集
合
し
、
そ
こ
か

ら
路
面
電
車
︵
ト
ラ
ム
︶
に

乗
っ
て
富
山
市
内
の
富
山
国

際
会
議
場
、
富
山
県
民
会

館
、A

N
A

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
富
山
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。
富
山
国
際
会
議
場
で
は
、

5
月

12
〜vvv13

日
に
Ｇ

７
教
育
大
臣
会
合
が
開
催
さ

れ
た
直
後
で
、
か
な
り
具
体

的
な
内
容
を
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
は
、

２
０
０
８
年
に
日
本
動
物
園

水
族
館
協
会
の
総
会
が
開
催

さ
れ
た
際
に
私
も
利
用
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

昼
食
後
は
、
貸
し
切
り
バ

ス
で
立
山
駅
に
向
か
い
、
そ

こ
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
美

女
平
ま
で
、
さ
ら
に
立
山
高

原
バ
ス
で
室
堂
ま
で
上
り
、

標
高
２
４
５
０
メ
ー
ト
ル
に

あ
る
日
本
最
高
所
の
ホ
テ
ル

立
山
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
長
靴
を
借

り
て
、
室
堂
周
辺
を
散
策
し

た
の
で
す
が
、
室
堂
は
5
月

と
は
い
え
雪
が
降
っ
て
お
り
、

吹
雪
の
中
を
遊
歩
道
沿
い
に

散
策
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
特

別
天
然
記
念
物
の
ラ
イ
チ
ョ

ウ
を
間
近
に
観
察
し
、
鳴
き

声
も
聴
く
こ
と
が
で
き
た
こ

と
で
、
私
も
野
生
の
個
体
を

見
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

ま
た
、
夕
方
に
は
迫
力
あ
る

雪
の
壁
の
間
を
歩
く
﹁
雪
の

大
谷
ウ
ォ
ー
ク
﹂
を
楽
し
み

ま
し
た
が
、
例
年
で
あ
れ
ば

最
も
高
い
地
点
が
20
メ
ー
ト

ル
に
も
達
す
る
ら
し
い
で
す

が
、
今
年
は
積
雪
が
少
な
く

13
メ
ー
ト
ル
程
度
の
高
さ
で

し
た
。
今
回
は
、
残
念
な
が

ら
立
山
博
物
館
を
見
学
す
る

時
間
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

夕
食
時
に
わ
ざ
わ
ざ
同
館
の

学
芸
員
を
お
呼
び
し
て
立
山

曼
荼
羅
の
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
同
じ
ル
ー
ト
で
立

山
駅
ま
で
戻
り
、
貸
し
切
り

バ
ス
で
高
岡
市
に
向
か
い
、

鋳
物
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社

能
作
で
工
場
見
学
と
錫
の
箸

置
き
づ
く
り
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
昨
年
本
堂
等
が

国
宝
に
指
定
さ
れ
た
勝
興
寺

を
見
学
後
、M

IC
E

施
設
等

を
見
学
し
ま
し
た
。

博
物
館
関
係
のM

IC
E

と
い

う
意
味
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

富
山
県
は
多
く
の
実
績
が
あ

り
、
今
後
は
国
際
会
議
の
開

催
を
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

︵
栗
原
祐
司
　
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
︶

富山県

ファムツアー

 第 459 回

http://www.at-newyork.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:2122136069
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 EVENT　 
■ジャパンフェス x Niku Fes ＠ Chelsea ＝ 7/15　
10:00 〜 18:00  Chelsea（6th Ave, 18 〜 20th St）
今回はマンハッタンのチェルシーで「肉フェス」
として開催。和牛フィリーチーズステーキ、神戸
牛焼き鳥、東京フライドチキン、牛タン串焼き、
とんかつのほか、さまざまなストリートフードが
楽しめる日本食の祭典。
詳細は https://www.japanfes.com
■バスチーユデー・セレブレーション＝ 7/16　
12:00 〜 17:00　Madison Ave, （59th to 63rd St、
60th St, 5th to Madison Ave）フランス革命（7/14）
の始まりを祝う仏国民の日バスチーユデーを NY
でもストリートフェアで祝うイベント。フランス
菓子のカヌレやマカロン、クレープ、クロワッサ
ンのほか、ワインやチーズなどのグルメが味わえ
る。今年のステージはブロードウェーミュージカ
ル「ムーランルージュ」の出演者によるパフォー
マンスも行われる。入場無料。
詳細は https://fi af.org/event/2023-07-bastille-day/

MUSIC
■モーストリー・モーツァルト音楽祭管弦楽団コ
ンサート＝ 7/25 ＆ 26　19:30　David Geffen Hall

（10 Lincoln Center Plaza）同管弦楽団のルイス・
ラングレーがモーツァルトのミサ曲を指揮する。
またアミール・エルサファルによる世界初演「ディ
クラ（追憶）」を特集する。入場料：$5 〜（支払
い額は自分で決める）
詳細は https://www.lincolncenter.org/
■ブルース BBQ フェスティバル＝ 8/19　13:00　
Pier 76（Hudson River Park）ジャビッツセンター
の西側にあるピア 76 で開催される、ブルース音
楽と BBQ を楽しむフェス。当日は 5 組のジャズ
シンガー / バンドが演奏する。入場無料。
詳細は https://hudsonriverpark.org/

THEATRE/DANCE
■アメリカン・バレエ・シアター（ABT）公演「白
鳥の湖」＝ 7/15 まで　Metropolitan Opera House

（30 Lincoln Center Plaza）チャイコフスキーの音
楽にのせて、悪魔の呪いで白鳥に姿を変えられた
王女オデットと、王子ジークフリートとの悲恋を
描いた切なくも美しい物語をメトロポリタン歌劇
場の舞台で上演する。入場料：$38 〜 $218
詳細は https://www.abt.org/
■ジャパン・ソサエティー（JS）主催、第 16 回「ジャ
パン・カッツ」＝ 7/26 〜 8/6　JS（333 E 47th 
St.）北米最大の日本新作映画祭。今回は 3 年ぶり
に全ての作品を劇場にて上映。時代劇から家族ド

ラマ、青春物語、コメディー、スリラー、ドキュ
メンタリーや実験映画まで幅広いジャンルを取り
揃え、全 29 作品を上映する。入場料：一般 $18 〜、
JS 会員 $14 〜、シニア・学生・障がい者 $16 〜。
オールアクセスパス $300
詳細は https://japansociety.org/
■サマー・ムービーナイト＝ 7/28 の日没後　The 
Intrepid Sea, Air & Space Museum（46th St. & 
12th Ave.）イントレピッド海上航空宇宙博物館
の甲板で、無料の映画上映会を開催する。今年は
80 周年を記念し「船」をテーマにした名作映画
を集める。この日は 1995 年制作の「クリムゾン・
タイド」を上映。入場無料。午後 5 時開場、8 時
半までに入場する。
詳細は https://www.intrepidmuseum.org
■ムービーナイト・アット・ブライアントパーク
＝ 8/21 まで　Bryant Park（42nd St. bet 5th&6th 
Ave.）今年の屋外映画上映会は毎週月曜、全 11 回。
会場は午後 5 時から入場可能、映画は 8 時から。
7/24 スタートレック 3：ミスター・スポックを探
せ！（1984 年）、7/31 スウィンガース（1996 年）、
8/7 48 時間（1982）、8/14 ズーランダー（2001）、
8/21 グッド・バーガー（1997）。入場無料。詳細
は https://bryantpark.org/activities/movie-nights

, ART
　

■ 草 間 彌 生 の 新 作 展 覧 会「I Spend Each Day 
Embracing Flowers」＝ 7/21 まで　David Zwirner

（519 W 19th St.）チェルシーの同ギャラリーで
10 回目を迎える、日本を代表するアーティスト
草間彌生の新作作品展。36 点の絵画、巨大花やか
ぼちゃのインスタレーション、インフィニティー
ミラールーム（無限の鏡の間）を展示する。入場
無料。日・月休廊
詳細は https://www.davidzwirner.com
■ ア ン デ ィ・ ウ ォ ー ホ ル 展「Thirty Are Better 
Than One」＝ 7/30 まで　Brant Foundation（421 
E 6th St.）ウォーホル作品最大のコレクターでブ
ラント財団のピーター・ブラント氏により実現し
た展覧会。「赤いエルビス（Red Elvis）」やキャン
ベルスープ缶の絵をはじめ、ドローイングや彫刻、
ポラロイド写真まで 100 点以上を展示する。入場料：
一般 $20、シニア $18、学生 $15　月・火休館　
詳細は https://www.brantfoundation.org/
■青磁をテーマにしたグループ展「Warm to the 
Touch: Cool and Refreshing Celadon」＝ 8/11 ま
で　Joan B Mirviss LTD（39 E 78th St Suite 401）
青磁の現代の巨匠と言われている川瀬忍をはじ
め、深見陶治、伊藤秀人、物故の作家である鈴木治、
塚本快示など、さまざまな青磁作品を集めて展示。
入場無料。土日休。
詳細は http://www.mirviss.com

鈴
木
亮
平
が
受
賞

ー
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ー
・
ア
ジ
ア
賞
ー

﹁
エ
ゴ
イ
ス
ト
﹂
上
映

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ジ
ア
映

画
祭
︵
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｆ
Ｆ
︶
が
14

日
︵
金
︶
か
ら
30
日
︵
日
︶
ま

で
開
催
さ
れ
る
。
今
年
の
会
場

は
、
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ッ
ト
・
リ

ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
︵
西
65
丁

目
１
６
５
番
地
︶と
、21
日︵
金
︶

か
ら
23
日
︵
日
︶
の
み
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
あ
る
バ
リ
モ

ア
・
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
︵153 

M
ain St, Fort Lee

︶
で
も

上
映
さ
れ
る
。

　

Ｎ
Ｙ
ア
ジ
ア
ン
フ
ィ
ル
ム
フ

ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
と
フ
ィ
ル

ム
・
ア
ッ
ト
・
リ
ン
カ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
共
催
で
今
年
14

回
目
と
な
る
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｆ
Ｆ
で

は
、
60
本
以
上
の
ワ
ー
ル
ド
プ

レ
ミ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
レ
ミ
ア
、
北
米
プ
レ
ミ
ア

を
上
映
。
香
港
、
日
本
、
中
国
、

韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
台
湾
、

タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
の
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス

と
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
ア
ク
シ
ョ

ン
、
コ
メ
デ
ィ
ー
、
ス
リ
ラ
ー
、

ロ
マ
ン
ス
な
ど
新
作
が
出
品
さ

れ
る
。
各
国
の
映
画
ス
タ
ー
た

ち
も
続
々
と
来
場
す
る
。

　

日
本
か
ら
は
、
阪
本
順
治
監

督
﹁
せ
か
い
の
き
お
く
﹂、
斎

藤
工
監
督
﹁
ス
イ
ー
ト
・
マ
イ

ホ
ー
ム
﹂、
伊
藤
ち
ひ
ろ
監
督

﹁
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
﹂

な
ど
10
作
品
が
参
加
。
ま
た
、

松
永
大
司
監
督﹁
エ
ゴ
イ
ス
ト
﹂

で
主
演
し
た
鈴
木
亮
平
が
ラ
イ

ジ
ン
グ
ス
タ
ー
・
ア
ジ
ア
賞
に

選
出
さ
れ
て
お
り
、15
日
︵
土
︶

上
映
後
の
質
疑
応
答
に
監
督
と

共
に
登
壇
す
る
。

　

入
場
料
は
一
般
17
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
14
ド
ル
、
会
員
12

ド
ル
。
オ
ー
ル
ア
ク
セ
ス
パ

ス
は
２
４
９
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
上
映
日
な
ど
の
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
film

linc.org

を
参
照
す
る
。

「エゴイスト」主演の鈴木亮平

NY アジア映画祭のポスター

NYアジア映画祭

https://www.samuraimama.com/
https://america-keitai.com/
https://japansociety.org/
https://www.intrepidmuseum.org
https://bryantpark.org/activities/movie-nights
https://www.japanfes.com
https://www.lincolncenter.org/
https://hudsonriverpark.org/
https://www.abt.org/
https://www.davidzwirner.com
https://www.brantfoundation.org/
http://www.mirviss.com
https://fiaf.org/event/2023-07-bastille-day/
https://www.filmlinc.org
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https://www.mtfujionlineorder.com/event




